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番号1器種法撮 形態の特徴 手法の特徴 備 考

41高台付口径 15. 0高台はハの字状に張り出 右回転撫で8周。切り離し胎土： 0.4以下B+C+E

椀 高台径 7.3 し、端部は水平になる。口 不明瞭。高台張り付け後、 焼成： l 色調： 2.5Y8/2 

須恵器器高 7. 0唇は外反し、やや肥厚す 内外右回転撫で。 末野産灰白 残存： 60%

る。

5 I台付甕口径（11.2)コの字状口緑で、口唇は大 口縁2段の横撫で後、体部胎土：微A+E+F+G

士師器 きく外反する。 右→左への箆削り。二次加焼成： 4 色調： 5Y R5/8 

熱。 明赤褐残存： 18%

6 I 甕 底径 4.0小さな平底を造り出す。 胴部・底部とも箆削り。内胎土：微A多＋ F+G+H

土師器 面木口撫で。 焼成： 4 色調： 5YR7/4

にぶい橙 残存：底のみ

71甕 口径 20.2胴最大径は上位にあり、ロ ロ縁2段の横撫での後、胴胎土：微A多十E+F+G

土師器胴径 22. 1縁はコの字状となる。 部上位右→左、下位左上→ ＋H 焼成： 4 色調 ：5 

現高 22.3 右下へ箆削りする。内面は YR6/4にぶい橙 残存：

右→左の箆撫で。 60形

8 I 甕 口径（18.6) コの字状口縁で、口唇は薄 口縁は2段の横撫での後、 胎土：微A多十 F+H 焼

土師器 く外反する。 胴部は右→左への箆削り。 成： 4 色調： 5YR  5/8 

内面は右→左への箆撫で。 明赤褐 残存： 20鈴

91聾 口径（21.4)やや外に開くコの字状口 I口縁は 2段の横撫で。
土師器 縁。やや厚手である。

胎土：微A多十E+F+G

+H 焼成： 4 色調： 5 

YR  6/4にぶい橙残存：

ロ緑20%

10 I 甕 口径（24.5)やや外に開くコの字状ロ ロ縁は 2段に横撫でした胎土：微A多十D+E+F

土師器 縁。口唇は肥厚する。 後、胴部右→左への箆削＋ G 焼成： 4 色調： 5 

り。内面は右→左への箆撫 YR6/6橙残存： 25飴

で。

11 I 甕 胴径（25.2)胴部上位の破片で、最大径 外面は右下→左上へ箆削胎土：微A多十E+F+H

土師器 が胴上位にある。 り。内面は右→左への箆撫焼成： 4 色調： 5Y R5/8 

で。 明赤褐残存： 18飴

12 I 甕 口径（39.0)口縁は短かく大きく外反 粘土帯積み上げ後、平行叩胎土： 0.4以下A少十 B

須恵器 し、口唇は上下に尖き出し き成形。内面は箆撫です焼成： 5 色調： 2.5Y5/1

丸い。端面は窪みが巡る。 る。 末野産黄灰残存：口縁45%

第60号住居跡（第85図）

15ーナ区に位置し、規模は4.08 X3. 36m、深さは0.32mを測る。形態は隅の丸い長方形で、主軸

はN-90°-E、床標高は72.34mである。

鼈は短辺である東壁やや右寄りにあり、長さ1.54 m X幅0.75mを測る大形寵である。焚口から煙

道へは急に立ち上がる。床面南西隅の鼈右脇に、貯蔵穴と考えられる0.15xO. Sm、深さ0.1mの方

l 
-113-



勺
Eom  E' 勺

企／／へ＼！ ＼＼：三 “ ユ‘
勺

旦 110 2 
• 11」ざ

10 
， 

り

冒
E 

ol 冒 11 

喜 ー

E 

A坦 Om ］ ぶ

旦 Om B' 

0 2m 
L | | 

第85図第60号住居跡

形土坑がある。他に北東隅、北壁寄りにも浅い落ち込みがある。柱穴は未確認である。

遺物は貯蔵穴から坪（1)、高台付塊（7)、蓋(5)• (6)が、鼈左から高台付塊(4)が、南壁中央付近から杯

(2)、高台付塊（8）・ uo)が出土した。また鼈内から杯（2)、蓋（9)、土師器杯U3)、土師器台付甕U5) •U6)、土

師器甕仰が、鼈焚口から紡錘車U8)が出土する。鉄滓は少なく 15gしかない。
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第60号住居跡出土遺物 （第86• 87図）

番号隣叫法 董 形態の特徴 I 手法の特徴 I 

1 I 杯 口径 13.0平底から指差し込み部を経 右回転撫で。底部右回転ま

須恵器底径 6.6て、体部と外反する口縁に わし糸切り。 末野産

器高 4.2至る。体部に微細鉄滓付

着。

器高 4. 71口唇に至る。

備 考

胎土： 0.4以下B+C+D

+E 焼成： 1 色調： 10

YR 6/3にぶい黄橙残存

: 90% 貯蔵穴

2 I 杯 口径 13.4平底から指差し込み部で外 右回転撫で。底部右回転糸胎土： 1.0以下のB • C • 

須恵器底径 6.4反し、体部を経て肥厚する 前引き切り。 末野産 D+E多＋金H 焼成： 1 

色調 ：5YR 5/4にぶい赤

褐残存 ：70％ 糊・床

31高台付高台径 80 高台はやや外に張る。 右回転撫で。底部右回転糸 胎土 ：03以下のB・C+
椀 切り。高台張りつけ後、内 E 焼成： 3 色調： lOY
須恵器 外右回転撫で。 末野産 R 5/1褐灰残存： 底50飴

4 I高台付 ロ径 14 0 体部は丸く 、口唇にて僅か 右回転撫で。底部右回転糸 胎土： 0.7以下B+E少
椀 現高 5.5 に反る。高台ははがれる。 切り。高台張りつけ後、内 焼成 ：3 色調 ：2.5Y6/3 
須恵器 側に粘土を補なう。末野産 にぶい黄残存： 60形床

5 I 蓋 ロ径 15. 7 つまみのない蓋で、天井部 右回転撫で。天井部右回転 胎土 ：0.9以下B+D+E
須恵器天井径 7.9は平ら。口唇部は端面をつ 離し糸切り 1.5周。末野産 多焼成 ：1 色調： N3/0
器高 2.9 くり、断面三角形となる。 暗灰残存 ：60% 貯蔵穴

6 I 蓋 ロ径（15.8) つまみのない蓋で、焼け歪 右回転撫で。天井部右回転 胎土 ：B+E多焼成： 5 
須恵器天井(8.0)む。天井部は乎らで、 口唇 離し糸切り。 末野産 色調 ：N4/0灰残存 ：50
器高 2.9 は屈曲 して垂れ下がる。 形 貯蔵穴

71高台付 ロ縁 14 4 高台はハの字状に開き、端 右回転撫で 6周。底部右回 胎土： 07 以下 B · C • D
椀 高台径 82 部水乎となる。体部は直線 転糸切り後、高台張りつ ・E多焼成： 5 色調：
須恵器器高 6.2 的に開き、厚手である。 け。内外右回転撫で。 N3/0灰残存： 100%

末野産 貯蔵穴

8 I高台付口径 14. 1高台はハの字状に開き、端

椀 高台径 8.2部は沈線を持ち外傾する。

須恵器器高 6. OI Iコ唇は大きく外反する。

右回転撫で8周。底部右回

転糸切り後、高台張りつ

け。内外右回転撫で。

末野産

91蓋 口径 16. 41天井部にはがれあり。 口唇 I右回転撫で。

須恵器 部は屈曲して垂れ下がる。

胎土 ：0.2以下のB+D+

E多焼成 ：2 色調 ：10

YR 7/2にぶい黄橙残存

: 80% 床

末野産 I胎土 ：0.7以下B・ D+E
多＋H 焼成： 2 色調 ：

lOY R 6/3にぶい黄橙残

存： 70% 鼈

10 I高台付口径 14. 7高台はハの字状に開き、端 右回転撫で 9周。底部右回胎土： 0.7以下B・C・D

椀 高台径 8.2部は丸くなる。 口唇は外反 転離し糸切 り。高台張りつ • E • H多焼成： 1 色
須恵器器高 6. 7する。体部は観櫨目顕著。 け後、回転撫で。 末野産調： lOYR 6/2灰黄褐残

胎土分析No.16 存： 90% 床
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第87図第60号住居跡出土遺物(2)

番号1器種1法 最ー 形態の特徴 I 手 法 の特徴 備 考

11 I 皿 口径（14.6)平底から直線的に外傾し、 右回転撫で 5周。 底部右回胎土： 0.3 以下 B • D • E

須恵器底径（ 6.4)口唇にて外反する。 転離し糸切り。 末野産多 焼成 ：5 色調 ：N3/0

器高 2. 7 暗灰残存 ：25%

12 I 杯 口径（12.2)平底から外傾する体部を経 右回転憮で 7周。底部右回胎土 ：B+D少焼成： 1 

須恵器底径（ 5.0)て、催かに外反する口 唇 転糸切り。 末野産色調： 5Y 7/3洩黄残存

器高 3. 51へ。

13 I 杯 口径（19.0)底部から緩やかに屈曲し 口縁内外横撫で。外面底部胎土 ： B • F多焼成 ： 1 

土師器器高 3.2て、体部で一端反り、口縁 箆削り。摩滅著しく整形不色調 ：5YR  6/4にぶい橙

にて内醐する。口唇内側沈 明瞭。 残存： 15% 鼈

線。

14 I 蓋 口径（15.4)15と同様口唇部が三角形に 右回転憮で6周。天井部右胎土： 0.2以下B+C+E

須恵器底径（7.7)なる。天井部は糸切り失敗 回転糸切り。 末野産焼成 ：5 色調 ：N3/0暗

器高 2. 7のため段が付く。 灰残存 ：25形

15 I台付甕口径 12.3丸い胴部からコの字状口縁

土師器胴径 13. 1に移行するが、口唇は薄く

現高 7.8なる。全体に薄手。

ロ縁2段の横撫での後、胴

上部を右→左への箆削り。

胴中位を上→下への箆削

り。内面は箆撫で。

: 50% 

胎土 ：微A+B+C+H

焼成 ：2二次加熱色調 ：

2. 5Y R6/6橙残存：胴中

位以上100% 鼈

16 I台付甕甚部径 4.8脚は大きく開くが上下が欠 脚内面左回りの箆撫での胎土：微A多十 B+F 焼

土師器1 失。接合部より剥離する。 後、内外横撫で。 成 ：3 色調 ：5 YR 7/4 

にぶい橙残存 ：脚 鼈

17 I 甕 胴径 13.5平底から直線的に外傾する 外面胴中位を右→左への箆胎士： 微A多十B+D+H

土師器底径 4.9体部を経て、中位にて屈曲 削り、胴下位は上→下への焼成 ：3 色調： 2.5YR  

現高 9.0 し内彎する。 箆削り、底部は一方向の箆 6/6橙 残存： 胴下半70%

-117-



番号器種法 量 I 形態の特徴 | 手法の特徴 備 考

削りが施される。内面は右 鼈

→左への箆撫で。

18 紡錘車外径 4.6 側面は丸味を持ち、孔径部 疑灰質砂岩製で、全体に研 重景： 49.26 ff 

石製品器厚 1. 8 は端部でやや孔が広がる。 ぎ面が残る。広端部は平面 残存： 100%

孔径 0.9 表面に鉄滓が付着する。ま をなすが、狭端部は荒れて 鼈焚ロ

た広端部には「大」の刻線 いる。

文字が、相対して 2つあ

る。

19 紡錘車 土器の底部を擦って使用す 末野産 胎士： 0.2以下B+D 焼

土器製 る。一面に糸切りらしきも 成： 3 色調： 7.5Y6/l灰

のが見られる。 残存： 30%
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第61号住居跡 （第88図）

17ーニ・ヌ区に位置する。規模は4.2X3. 2m、深さ0.2mを測る。形態は長方形で、主軸はN-26°

-Wで、床標高は72.15mである。

鼈は北壁右寄り と東壁右寄りの 2ケ所にあり、北鼈は長さ1.9 X幅0.5mで、長い煙道としっかり

した袖を持つ。また石の支脚を備え、側壁と天井には片岩が使われる。東寵は長さ 0.95X幅0.6m 

で、短い袖を持ち、 石の支脚を備える。 北 ・東両鼈の右側にそれぞれ径0.5m前後の貯蔵穴を持つ。

口 ＇ニノ

ー／――/-『 一 ー／

口 ←ロロニ三／

岱

/
/
/
 

6
 

ー＿
4k
 
7
 

’
 ＇ 

ヽ

万

＼

一

叫8 
,, 

10H ¼ 

／＼  
9 H¼ 

0 10cm 
| l 1 19 4 |1 3 
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北鼈焚口前方と中央付近に鉄滓が分布する。柱穴などは見つからなかった。

遺物は寵から土師台付甕（9)、土師器甕00)が、南東隅ヒ°ッ トから杯（1)、塊(3)が出土した。他に皿(4)

(5)と灰釉瓶(7)が出土する。（6）はA地区と(7)は62号住居跡と接合する。製鉄関連遺物と して鉄滓235g

が出土する。

第61号住居跡出土遺物 （第89図）

番号1器種法 最 1 形態の特徴 I 手法の特徴 備 考

1 I 杯 1口径 12.5平底から内彎する体部に移 右回転撫で 5周。底部右回胎土 ：1．2以下B+D+E
須恵器底径 6.3 り、口唇にて外反する。 転離し糸切り。 末野産焼成 ：2 色調 ：2.5Y6/3 

器高 3.8 にぶい黄残存 ：80%

ビッ ト1

2 I 杯 口径 12.6平底から内彎気味に立ち上 右回転撫で7周。底部右回胎土： 1.1以下B+C+E

須恵器底径 5. 7がり、口唇にて外反する。 転まわし糸切り。 末野産焼成 ：4 色調： 5Y 7/1 

器高 4.0 灰白残存 ：60%

ビッ ト2

3 I 椀 1口径 16. 01内彎気味に立ち上がる。
須恵器

右回転撫で 5周。南比企産 I胎土 ：微A微＋金H+I微
焼成： 1 色調 ：7.5YR 

6/3にぶい褐 残存： 12%

ビッ ト1

4 I 皿 ロ径 15.1 平底から直線的に外傾す 右回転撫で 7周。底部右回 胎土： 0.5以下B+C+E

須恵器底径 6.2 る。口唇は大きく外反す 転離し糸切り。 末野産 焼成 ：4 色調： 5Y 7/3 

器高 2.3 る。 浅黄残存： 50%

5 I 皿 ロ径 22.8大形の皿であり、口唇部は 右回転撫で6周。底部右回 胎土： 0.9以下B+E 焼

須恵器底径 8.0 大きく外反し、 玉縁状にな 転離し糸切り。 末野産 成 ：4 色調： 5Y 7/2灰

器高 3.9 る。 白残存： 70%

6 I 瓶 胴径（16.3)高台は外へ張り出し、 台形 右回転撫で。体部下位に回胎土 ：灰雑物ほとんどない

灰釉高台径 となる。端部は水平とな 転箆削りが入る。高台付着焼成： 5 色調： 7.5R4/6

(9.9)る。内外面とも観櫨目が明 後内側に指撫で。 猿投産赤残存 ：20% ビッ ト1

瞭である。涙緑色の釉が流

れる。

7 I 瓶 胴径 23. 01胴下半の部分。 中位以上に 1右回転撫で。 一部左回転撫胎土：微B微、灰雑物ほと

灰釉 斑点状の黄白色釉あり。 で。胴下位に右 回転箆削んどなし 焼成： 5 色調

り。 猿投産 ：5 Y 5/1灰残存： 25%

8 I 甕 胴径（14.9)丸い胴部から直立する口縁 外面胴部右→左 ・右下→左胎土 ：微A多＋ F+H+G

土師器 に移る。 1上への箆削り。 内面は上位焼成 ：4 色調 ：5YR5/4 

が指撫で、下位が箆撫で。 にぶい赤褐 残存： 27%

9I台付甕脚径 8.6脚はハの字状に大きく開 内外とも横撫で。二次加熱胎土 ：微A多＋ F+G+H

土師器 く。 焼成： 2 色調： 5YR6/6 

橙残存： 50% 第1鼈
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番号l器種法
10 甕口径

土師器胴径

量 1 形態の特徴 I 手法の特徴 I 備 考

21 01球胴からコの字状口緑に移 口緑を横撫でした後、胴外胎土微A多＋ F＋G 焼

22.9 る。 面を右→左へ箆削りする。 成： 2 色調： 5YR  6/6 

内面は右→左への木口撫橙残存： 75% 第1鼈

で。

第62号住居跡（第90図）

17ーヌ 区に位置する。規模は4.6 x3. 65mで、 深さは0.36mを測る。形態は長方形で主軸はN-

84°-E、床櫻高は71.91 mを測る。

鼈は短壁である東壁中央右寄りにあり、長さ1.2x幅0.35mを測る。焚口には深さ0.35mのピット

が存在するが、鼈と直接関連があるか不朋である。床には数個のピットが存在するが、鼈左と南東

部のピットは0.3mの深さがあり、 貯蔵穴の可能性もある。西壁近くのビットには羽口が3本傾斜

面に並ぶが、炉であるか不明である。

遺物は坪（1)・(2）、高台付塊（3)、蓋（4)、細頸壺(5)、土師器甕（6）・ (7)・（8)・(9)、土師器台付甕QO)、羽

口⑪・⑫ •Q3)が出土する。第76号住居跡と接合したのが 4 個体ある（第76号住居跡参照）。 製鉄関

連遺物として鉄滓2oogと羽口数個がある。

第62号住居跡出土遺物（第91図）

番号1器種法 景 1 形態の特徴 I 手法の特徴 備 考

1 I 杯 口径 12.6乎底から外傾する体部に移 右回転撫で 5周。底部右回胎土： 0.6以下B+E多

須恵器底径 6.2る。摩滅著しい。 転糸切り。 末野産焼成： 2 色調： 5Y 6/1 

器高 3.7 灰残存： 80彩 床

21 杯 底径 6.5平底から外傾する体部に移 右回転撫で 6周。底部右回胎土： 0.6以下B+C 焼

須恵器 1る。 転糸切り。 末野産成： 5 色調： 7．5Y6/2灰

オリ ープ残存： 50形

3 I高台付高台径 8.0高台は直線的に外開きす 右回転撫で。底部右回転糸胎土： 0.7以下B+C 焼
椀 る。端部は丸くつくられ切り。 末野産成： 4 色調： 7.5Y7/1灰

須恵器 る。 白残存：底部 100%

41 蓋 口径 16.6つまみのない蓋である。口 右回転撫で 6 周。底部右回胎土： 0.5 以下B•C•D

須恵器天井径 7.4縁は下へ折れ曲る。 転糸切り。廂耗のため不明 ＋E多 焼成： 1 色調：

器高 2. 5 瞭。糸切り部周辺箆削り。 7. 5Y6/2灰オリープ 残存

末野産 ：80形胎土分析No.4 床

5 I細頸壺肩部径 1最大径が肩部にある。肩部 右回転撫で。外面体部下位胎土： 0．2以下B+c 焼

須恵器 （12.3)から窄まり、外反して頸部 は右回転箆削りされる。頸成： 5 色調： lOY4/1灰

に至る。 部から肩部にかけて内面に残存：体部20%

絞り目が見られる。内面下

位左回転撫で。南比企産？
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第90図 第62号住居跡

番号1器種法

6 甕口径

土師器胴径

現高

醤 l形態の特徴 手法の特徴 l 備 考

13.4丸い胴部から、内傾するコ ロ縁 3段の横撫での後、胴胎土： 0.3以下A+E 焼

15. 7の字状口縁に至る。口唇は 部を右→左へ箆削りする。 成 ：3 色調： 7.5Y R6/6 

8.8外傾し肥厚する。二次加熱 内面は右→左への箆撫で。 橙残存： 75% 床
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番号器種l法 盤 形態の特徴 I 手法の特徴 I 備 考

71甕 口径 17.9小さな底部から最大径を上 口縁横撫で2段の後、胴部胎土：微A多＋D+E+F

土師器胴径 21. 8位に持つ胴部を経て、コの 上位を右→左、下位を左上＋G+H 焼成： 2二次加

底径 3.8字状口縁に移る。薄手。 →右下へ箆削りする。内面熱 色調： 7.5Y R7/6橙

器高 28.6 は右→左への箆撫で。粘土残存： 50% 鼈

帯蹟み上げは胴部で 5段。

8 I 甕 口径（16.6)I丸い胴から直立するコの字 口縁横撫での後、胴部は右胎土：微A多十B+D+E

土師器胴径（18.4)状口縁に至る。 →左へ箆削りする。内面は 十F+G+H 焼成： 4 

木口撫で。 色調： 2.5Y6/6明黄褐残

存： 30%

91 甕

土師器

外傾する胴下半部。 6と同 外面上→下への箆削り。内胎土：微A+E 焼成： 3 

一個体か。 面右→左への箆撫で。 色調： 5YR  6/6橙残存

: 80% 床

10 I台付甕脚径 11. 1脚部は大きく開き、基部か 脚部内面箆撫で。脚裾内外

土師器 ら体部へも内彎気味に開横撫で。胴部外面上→下へ

く。二次加熱。 箆削り。内面右→左への木

ロ撫で。

胎土：微A+B+F+G+

H 焼成： 2 色調： 2.5

YR 6/6橙残存： 80%

床

11 I羽 口1全長 13.1外径は基部がやや太くな 両端を口部として使用して胎土： lcm以下A＋スサ多

外径 7.3る。孔部も基部が太くな いるため発泡している。右残存： 100飴

孔径 2.05 る。全面が還元部である。 側を最初に使用したため、

隔解が著しい。棒に巻きっ

け、表面を指頭により押圧

して整形する。

12 I羽 口1全長 12.8 口部の方が径が太く、基部 棒に巻きつけ、表を指頭で胎土：細A多＋スサ

外径 7. 1で窄まる。基部の孔径は擦 撫でる。口部は発泡し、一残存： 90%

孔径 2. 6れて太くなる。還元部が狭 部鉄滓が付着する。

い。多に比べ砂が多い。

13 I羽 口現長 9. 3 口部は傾斜するが、下半ほ

外径 6. 9欠損する。また基部も欠損

孔径 2.2する。

棒に巻きつけ板に押しつけ胎土： A多＋D+スサ

多面をつくる。口部は著し残存： 60形

く発泡するがガラス質にな

らない。部分的に鉄滓付

着。

第63号住居跡（第92図）

34ーサ区に位置する。規模は2.7 X3. 2mで、深さ0.15mを測る。形態は東壁が狭い台形となり、

主軸はN-89°30'-Eで、床標高は72.87mである。

鼈は長辺である東壁右寄りにあり、長さ0.65X幅0.42mである。柱穴はなく、出土遺物もない。
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第92図第63号住居跡

第64号住居跡 （第93図）

34ー コ区にあり、規模は4.13 x5. 42mで、深さは0.24mを測る。形態は長方形で、主軸はN-68°

-Eで、床標高は72.86mを測る。

鼈は長辺である東壁右寄りにあり、長さl.1 X幅0.95mで、焚口は深さ0.35mの掘り込みがある。

袖は高ま りを持って存在する。柱穴は 4隅にあるが、径0.2~0.3mの浅いピッ ドである。

遺物は寵内から杯（1）・（2)、砂鉄の付着した甕(5)• (7)、台付甕（4）が、覆土から杯（1）、高台付塊(3)、

土師器甕（6）が出土する。甕（7）は床・覆土と接合した。製鉄関連遺物と して鉄滓が2.35kgある。

第64号住居跡出土遺物 （第64• 65図）

番号1器種法 量 I形態の特徴 手法の特徴 備 考

1 杯 ロ径（12.5) 乎底から内彎気味に立ち上 右回転撫で 8周。底部右回 胎土： 0.7以下A+I微

須恵器底径（ 63) がり、口唇にて外反する。 転糸切り。 南比企産 焼成 ：5 色調 ：lOGY6/l 

器高 4.2 緑灰残存： 30%

鼈・覆土

2 杯 ロ径（13.0)底径から丸味を持つ体部を 右回転撫で5周。底部右回 胎土： 0.7以下B+C+D

須恵器底径（ 6.0) 経て、僅かに外反する口唇 転糸切り。 末野産 焼成： 5 色調： N5/0灰

器高 3.2 に至る、扁平な形態であ 残存： 30% 鼈

る。
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第93図第64号住居跡

番号1器種法 星 l形態の特徴 | 手法の特徴 備 考

3 高台付高台径 7.5 高台は僅かに外開きする 右回転撫で。隊滅著しく整 胎土： 0.7以下B+D+E

椀 が、端部は落＜尖る。 形不明瞭。 末野産 焼成： 1 色調： lOYR6/4 

須恵器 にぶい黄橙残存：底部

100飴 覆土

4台付甕脚径 8.4 脚は外へ大きく開く。二次 脚部内外横撫で。胴下位外 胎土：微A多＋D+E

土師器 加熱を受けてもろくなる。 面箆削り、内面木口撫で。 焼成 ：3 色調： 2.5YR  

5/6明赤褐残存： 30%

z 叫
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番号［器 一訓法 最 1 形態の特徴 手法の特徴 l 備 考

5 I 甕 胴径（22.8)胴中位の破片であるが、最 粘土帯稼み上げ痕明瞭。右胎土： 0.6以下B+C 焼

須恵器 大径は上位に持つようであ回転撫で。 末野産成： 5 色調： N5/0灰

る。内面に多鼠の砂鉄が付 残存：胴15飴 鼈・覆土

着し、砂鉄容器であろう。

6 I 甕 1口径（17.8)体部から緩やかにコの字状 口縁横撫で。胴外面横位の

土師器 口縁に至る。 1箆削り。二次加熱のため器

面が荒れ、整形不明瞭。

胎土 ：微A+E+F+G+

H 焼成： 2 色調： 5Y

R 7/6橙残存： 20形

覆土

71 甕 1口径 44.7胴部から屈曲し、 外反する 粘土帯稼み上げ、平行叩き胎土： 1.2以下のA+B+

須恵器頸部径28.7 口縁に至る。口唇部は下方 成形。内面には青海波文が C

ロ緑高15.5に垂れ、端面に突帯が巡る 見られる。口縁は積み上げ焼成： 5 

形態となる。口縁内外には た後、回転撫でを施す。体色調 ：N4/0灰

厚く砂鉄がこびり付く。割 部と口縁の接合は、体部に残存 ：口縁70飴肩部10%

れ目にも付着する例もある 口縁を乗せ、粘土を内側に 床・鼈・覆土

ことから、破片になってか 厚く巻き込んでいる。

ら付着したものであろう。 末野産

第65号住居跡 （第96図）

32ーサ区に位置し、規模は3.68 x3. 21 m、深さ0.25mを測る。形態は長方形で、北壁がやや短か

くなる。主軸はN-79°30'-Eで、床標高は72.74mを測る。

鼈は短辺である東壁中央にあり 、 長さ1.0 X幅0.35mで、鼈前方には石が3つ見られる。床面南

東隅に、径0.55mの掘り込みがあるが貯蔵穴であろう。柱穴は検出できない。

遺物は坪（1)・（2)・（3）が西壁脇より出土した。

第65号住居跡出土遺物 （第97図）

番号1器種法 剛 形態の待徴 | 手法の特徴 I 備 考

1 杯 ロ径 12.8 平底から脹らむ体部を経 右回転撫で6周。底部右回 胎土： B+C+E多焼成

須恵器底径 6. 5 て、やや肥厚し外反するロ 転離し糸切り。 末野産 : 1 色調： 10YR7/2に

器高 3.6 唇に至る。 ぶい黄橙残存： 80%

2 杯 ロ径 12.5 平底からやや脹らむ体部を 右回転撫で。底部右回転ま 胎土 ：0.2 以下B·C•D

須恵器底径 6.3 経て、外反する口唇に至 わし糸切り。 末野産 多焼成： 2 色調： 5Y

器高 3. 5 る。 R 6/6橙残存： 80%

胎土分析No.5 

3 
杯 底径 5.3 平底から緩やかに体部へ移 右回転撫で。底部右回転糸 胎土： 0.1以下A多焼成

須恵器 る。 引き切り。内面底部周辺に : 1 色調 ：5YR  6/8橙

深い撫で。 残存：底部 100%
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第66号住居跡（第99図）

30 • 31ーサ区に位置する。規模は5.1 X 4. 1 mで、

深さは0.4mを測る。形態は長方形で、主軸はN-90°

-Eで、床標高は72.35mある。

鼈は東壁中央右寄りと、北壁中央左寄りにあり、

東鼈は煙道が垂直に立ち上がるが、北寵は緩やかに

傾斜する。

鼈と南壁脇には石が散乱する。

柱穴など床面の施設は検出できなかった。

遺物は東寵から高台付塊（8)、甑OO)、土師器甕~5)が、

北鼈から坪（2)・(3)・(4)、土師器杯(5)• (6)、土師器甕

⑫~~4)が出土する。床からは鉄滓付着の坪（1）が、ま

た西壁脇には鉄滓が出土する。製鉄関連遺物として

鉄滓が3909出土する。

¥ ri・ 

0 10cm 
I l 1 1 9 4 | 1 3 

第98図第66号住居跡出土遺物（1)

第66号住居跡出土遺物（第98• 100図）

番号器種法量 形態の特徴 手法の特徴 I

1 I杯 口径 12.2内面に鉄滓が流れ付着す 右回転撫で9周。底部右回
須恵器底径 5. 9る。闊れ口にも流れ出して 転まわし糸切り。 末野産

器高 4. 1いるが、鉄滓を入れた後に

割れて流れ出したものであ

ろう。杯はやや厚目である

が、埒禍として使用したも

のか不明。

備 考

胎土： B+C+D

焼成： 3 

色調： lOYR 6/6明黄褐

残存： 100形 床

21 休 1 口径(13~2) 平底から内彎する体部を経 右回転撫で6周。底部右回胎土： 0．6以下B.C • D 

須恵器底径 5. 7て、口唇にて外反する。薄 転まわし糸切り。 末野産 • E多焼成： 3 色調：

器高 3.6手。 7.5Y4/1灰～ 5YR4/4に

ぶい赤褐残存： 60%

北鼈

31 杯 口径 12.2やや上げ底気味の底部か 右回転撫で7周。底部右回胎土： 0.3以下B+C+E

須恵器底径 6.4 ら、脹らむ体部を経て外反 転糸引き切り。 末野産 ＋金H 焼成： 3 色調：

器高 3.6する口縁に至る。 2. 5Y R5/l赤灰残存 ：80

劣 北鼈
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第99図 第66号住居跡

番号1器種法 董 I 形態の時徴 I 手 法 の特徴 I 備 考

4 杯 底径（6.3)底部から直線的に外傾する 右回転撫で。底部右回転離 胎土： 0.8以下B+C+D

須恵器 体部へ移る。多孔質。 し糸切り。 末野産 焼成： 1 色調 ：lOYR6/l 

褐灰残存： 25% 北鼈

5 切 ロ径（11.4) 平底から緩やかに体部に移 ロ縁横撫で。底部右→左へ 胎土： B+F多焼成： 3 

土師器I器高 3. 5 る。口唇内側には沈線を入 の箆削り。 色調： 2.5Y R6/6橙残存

れる。体部には指頭痕あ : 40形 北鼈

り。
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番号器種！法 最 1 形態の特徴

6 I杯 口径（11.6)平底から緩やかに立ち上が
土師器器高 3. 2 り、内側に沈線を持つ口唇

に至る。体部に指頭痕。

手法の特徴 I 
ロ縁横撫で。底部と体部下胎土： B+F多焼成： 3 

位は箆削り。 色調： 5YR 6/6橙 残存

: 50% 北鼈

7 I 蓋 口径（16.9) 口唇部はやや外方に向けて I右回転撫で。
須恵器 開き、全体に薄いつくりと

なる。

備 考

末野産 I胎土： 0.7以下B+C+D
+E多焼成： 1 色調：

2.5YR7/2明赤灰 残存：

25% 覆士

8 I高台付 口径（16.3)高台は短かく外に張り 出 右回転撫で 8 周。底部右回胎土： 0.8 以下B•C•D
椀 高台径 す。口唇は外反する。 転糸切り。 末野産• E多焼成： 1 色調：

須恵器 (8.8)1 I l7.5YR7/6橙残存： 45劣

器高 6.4 東鼈

91 瓶 1 口縁の一部であるが、緩や 右回転撫で9+a周。 胎土：微B.C+ 1 (1直＝

須恵器 1かに外反する。斑点状の釉 南北企産 6) 焼成： 5 色調： 7．5 

が掛かる。 Y 7/2灰白残存： 口25%

10 I 甑 底径（15.4)孔部に2本の棧があったと

須恵器 考えられ、中央の 1孔は細

長く、端の 2孔は半月状と

なる。体部は彎曲を持って

立ち上がる。

粘士帯積み上げ、右回転憮胎土： 0.6以下B

で。孔部は底を作った後、 焼成： 5 

内外から箆でカッ トされ色調： 5PB 3/1暗青灰

る。体部下位は右→左、最残存：底部30形

下位は左→右への手持ち箆 覆士・東鼈

削り。 末野産

11 I台付甕1脚径（10.3)1脚は大きく開くが、中位で i脚部横撫て。

土師器脚高 3.9屈曲し、より開く。
胎土：微A多十 B+E+F

+G 焼成： 3 色調： 2.5 

Y 5/8明赤褐残存： 20形

覆土

12 I 甕 口径(20.1)1あまり張 りのない胴部か 外面は横撫での後、胴上位胎土 ：微A多十 B+F+G

土師器胴径（21.0) ら、緩やかに外反する口縁 は右→左への、胴中位は上焼成： 3 色調： 2.5YR 

に至る。口縁はやや厚いo →下への削り。内面は胴部 4/8赤褐 残存 ：口縁 30%

が右→左への箆撫での後、 北鼈

ロ縁横撫で。

13 I 甕 口径（20.2)体部から緩やかに外反する 口縁横撫での後、胴部右→胎土 ：B+E+F十金H多

土師器 口縁に至る。 左への箆削り。内面は箆撫焼成： 1 色調： 5Y R6/6 

で。 橙残存： 20形 北鼈

14 I 甕 1口径（18.9)1コの字状口縁。

土師器

ロ縁横撫で。 I胎土 ：B+E+F十金H多

焼成： 3 色調： 5YR7/6

橙残存：口縁20% 北鼈

15 I 甕 1口径（19.5)1コの字状口縁。

土師器

ロ縁横撫で2段。胴部は右 1胎土： B＋E+F+G十金

→左への箆削り。 H多焼成： 3 色調： 2.5 

YR  5/6明赤褐残存： 20

彩 東鼈
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第67号住居跡（第101図）

13ーネ区に位置する。規模は4.3 X3. 55m、探さは0.29mを測る。 形態は長方形で、北壁がくの

字に曲る。主軸はN-105°30'-Eで、床標高は72.llmである。

鼈は短辺である東壁右寄りにあり、長さ0.7x幅0.4mで、煙道は水平の後、垂直に立つ。

遺物は坪（1)、土師器杯（2)、皿(6)、高台付椀(3)・(4)・(5)、土師器甕(7)・(8)が出士する。
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第101図 第67号住居跡

第67号住居跡出土遺物（第102図）

番号1器種1法 埜 l形態の特徴 I 手法の特徴 備 考

1 杯 ロ径（14.6)丸い体部から外反する口緑 右回転撫で。 末野産 胎土： B+C+D 焼成：

須恵器 に至る。 2 色調： 2.5Y7/2灰黄

残存： 13飴

2 杯 ロ径（12.3)底部から緩やかに屈曲した ロ縁横撫で。底部箆削り。 胎土： B+E+F 焼成 ：

土師器 後、外傾する体部を経て、 4 色調： 5YR 6/6橙

内側に沈線を持つ口唇へ。 残存： 25飴

3高台付高台径 高台端部に口縁欠損。高台 右回転撫で。 末野産 胎土 ：0.4以下B+C+E

椀 (6. 3) は三角形となる。 焼成： 1 色調： 2.5Y7/2 

須恵器 灰黄残存： 30飴
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第102図 第67号住居跡出土遺物

番号1器種法 量 1 形態の特徴 I 

41高台付1口径 14. 1高台はあまり開かず、端面

坑 高台径 6.2は沈線を巡らせ内傾する。

器高 6.0体部は脹らみ口唇は外反。

手法の特徴 I 備 考

右回転撫で 9周。底部右回胎土： 0.3以下B+C 焼

転糸切り。高台付着後内外成： 5 色調： N3/0灰

撫で。 末野産残存： 50%

5 I高台付口径（14.4)高台は欠損する。体部は丸 右回転撫で10周。 末野産胎土： 0.6以下B+C 焼

塊 く、口縁ほ大きく外反す 成： 5 色調： 2.5Y6/1黄

る。体部に饒櫨目明瞭。 灰残存： 22%

6 I皿 口径（15.0)1下半部欠失する。口縁は玉 右回転撫で。 末野産胎土： 0．5以下B+c 焼

須恵器 縁をつくり、大きく外反す 成： 5 色調： N4/0灰

る。 残存： 20劣

71 甕 口径（18.1)直立するコの字状口緑であ 1口縁は横撫で2段に施した胎士：微A+D+E+F+

土師器胴径（20.0) る。口縁はやや長い。 後、胴部は右→左へ箆削 G 焼成 ：3 色調： 5Y

り。内面横位の箆撫で。 R 7/4にぶい橙 残存： 13

彩

8 I 甕 1口径(23.3)直立するコの字状口縁で大 口縁は2段の横撫で。その胎土 ：微A多十E+F+G

土師器 形である。口縁はやや厚目 後胴部を右→左へ箆削りす ＋H 焼成： 3 色調 ：7.5 

に作られる。 る。内面は横位の箆撫で。 YR 7/4にぶい橙残存：

22% 
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第68号住居跡（第104図）

18ーヌ区に位置する。規模は5.2 X4. 9mで、 深さ

はO.l7mを測る。形態は僅かに隅の丸い正方形で、

主軸はN-80°-E、床標高は72.15mである。

鼈は東壁僅か右寄りにあり、長さ1.05 X幅0.8mぁ

る。寵の天井に使われた石が落ち込んでいる。

床面には柱穴など、他の施設は見られないが、北

東隅に小石が敗乱する。

出土遺物は甕（1）が 1点出士する。製鉄関連遺物と

して鉄滓が2459出土する。

＿ー ニ――-==

, I 

゜
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9 3 

第103図第68号住居跡出土遺物

第68号住居跡出土遺物（第103図）

番号1器種1法最形態の特徴 手法の特徴 備 考

1 甕 底径 13.0平底から直線的に外傾する 粘土帯積み上げ後、叩き成胎土： 0.7以下B+C+E

須恵器 体部へ移る。 形。内面に一部青海波文が焼成 ：5 色調： 2.5YR  

見られる。その後回転撫で 5/1褐灰 残存： 33%

整形。底部は木口撫で。 末野産

第69号住居跡（第108図）

19ーセ区に位置し、第70号住居跡に切られる。規模は3.67 x5. 28m、深さは0.38mを測る。形態

は長方形で、主軸はN-7°-Wで、床標高は71.27mである。

鼈は長辺である北壁中央にあり、長さ1.5 X幅1.15mで、 煙道は袋状となり、煙道の中に焼けた

天井部が落ち込む。床面全体に20cm前後の石が散乱する。柱穴は 4隅にそれぞれ存在する。

遺物は鼈内から高台付塊（2）が出土する他、杯（1）と高台付塊(3)が出土する。製鉄関連遺物として鉄

滓が26og出土する。

第69号住居跡出土遺物（第105図）

番号器種l法 量 I形態の特徴 手法の特徴 | 備 考

1 杯 ロ径（11.9) 丸味を持つ体部である。 右回転撫で6周。 胎土： 0.2以下B少十 I(1 

須恵器 南比企産 c祉＝12) 焼成： 5 色調：

7. 5Y6/1灰残存： 30%

2 高台付 ロ径（17.0) 大振りで薄いつくりであ 右回転撫で 8周。 末野産 胎土： 0.6以下B+E 焼

椀 る。口唇は玉縁状につくら 成： 2 色調： 10YR 7/2 

須恵器 れ外反する。 にぶい黄橙残存： 12%

鼈
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第105図 第69号住居跡出土遺物

番号器種！法墓形態の特徴 手 法の特徴 備 考

3高台付口径（14.6)高台はやや外に張り、端面 右回転撫で7周。底部右回胎土 ：0.4以下B+C+H

椀 高台径 に沈線を入れる。口縁は大 転糸切り離し後、高台張 り 焼成： 2 色調： lOYR7/3 

須恵器 (6.5)きく外反する。摩滅顕著。 つけ。高台の内外を回転撫にぶい黄橙残存： 13%

器高 5.6 で。 末野産 覆土
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第70号住居跡（第108図）

18ーセ区に位置し、第69号住居跡を切

る。規模は5.66 X 4. 6m、深さ0.4mを測

る。形態は不整形で、 長袖はN-0°で

床標高は71.3mである。

鼈はなく、床には他の施設はない。床

には20cm前後の石が散乱する。

遺物は覆土から甕（1）が出土。他に第73

号住居跡と接合する甕の破片がある。

'
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4
 

ー

に 11 4 

10cm 
I1 :3 

第106図第70号住居跡出土遺物

第70号住居跡出土遺物 （第106図）

番号1器種法 量： 形態の特徴 | 手法の特徴 I 備 考

1 甕 現高 11. 3 胴下半部。 粘土帯積み上げの指頭痕が 胎土： 0.5以下B+C+G

須恵器 内面に明瞭に見られる。そ 焼成： 5 色調： 5P B4/1 

の後、右回転撫でを施す。 暗青灰残存： 23% 覆土

体部下位外面は箆撫で。

第71号住居跡 （第109図）

18ース区に位置する。第72号住居跡を切断する。形態は方形で、主軸はN-164°-Eで、床標高

は71.43mである。

鼈は南壁左寄りにあり、長さ0.8X幅0.55mを測る。柱穴はなく、出土遺物もない。

第72号住居跡（第109図）

18ース区に位置し、第71号住居跡によって切られる。規模は4.1xz. 7+ am、深さ 0.45mを測

る。形態は不整楕円形で、長軸はN-22°-W、床標高は71.08mである。寵および柱穴はない。東

壁に接して 1.15 X 0. 6 mの範囲で鉄滓と炭化物が分布し、上層にも鉄滓 ・焼土・炭化物を含む層が

堆積する。

遺物は覆土中より坪（1)、甕(2)、鉄片(3)が出土し、製鉄関連として鉄滓7.73kgと炉壁片がある。
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第107図第72号住居跡出土遺物
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1．鉄滓、焼土、炭含

2．砂質、暗揚色土

3．黒褐色土

4．暗嬌色土

5．黄渇色土

6．暗黒塙色土

7．暗福色土、砂質に富む

8．黒色土

9.4層に近似、やわらかい

第109図第71• 72号住居跡
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第72号住居跡出土遺物（第107図）

番号1器種l法 是 I 形態の特徴 I 
手法の特徴 備 考

1 杯 底径 6.0 底部から大きく 開き、体部 右回転撫で。底部右回転ま 胎土： 0.6以下B+C+D

須恵器 下位にて屈曲し立ち上が わし糸切り。 末野産 +E 焼成 ：2 色調 ：2.5 

る。 YR 6/8橙残存：底部

覆土

2 甕 ロ径（27.5)ロ唇端部は上下に突出す 右回転撫で。 末野産 胎土： 0.5以下B+C 焼

須恵器 る。 成： 5 色調： N4/0灰

残存： 12% 覆士

3板状鉄厚さ 0.35 剥離し不整形。僅かに彎曲 鍛造。 重景： 5.99 

片 する。

第73号住居跡（第110図）

18ーセ ・ソ区に位置するが、規模は5.17X8.3m、 深さは0.65mを測る。形態は南側が方形であ

るが、北壁は不安定で、不整形に張り出すが、土層からは切り合わない。主軸はN-60°30'-Eで

床標高は70.96mである。鼈は東壁右寄りにあり、長さ1.2x幅0.54mの大形である。床面上には

23cm以下の多量の石が分布するが、寵左前方では一部、石の下に炭が広がる。中央南には径1.lm、

深さ0.5mの落ち込みがある。柱穴は確認できなかった。

北壁側には、鉄滓・炭・焼土を多量に含む黒褐色土が流れ込む。

遺物は床面から高台付椀(7)、土師器坪(4)• (5)が、鼈内から甕（9）が出土した。 (7)と(8)は鉄滓が付着

している。他に鉄滓が5og出土する。

第73号住居跡出土遺物（第111・112図）

番号器種且 巌 I 形態の特徴 I 手法の 特 徴 I 備 考

1 坪 ロ径 11. 3 平底から直線的に外傾する 右回転撫で。 底部右回転糸 胎土 ：微B+C+I(lrrl=

須恵器底径 6.3 体部に移行するが、内面の 切り後、周辺部箆削り。そ 1) 焼成： 5 色調： N5/0

器高 3. 1 底部から体部へは強く屈曲 の後、中央の糸の残る部分 灰残存 ：40% 覆土

する。 を擦り消すため、滑らか。

南比企産

2 杯 ロ径 12. 0 平底から屈曲して体部に移 右回転撫で。底部右回転糸 胎土： 0.2以下B+C 焼

須恵器底径 6.9 行する。口唇はやや薄くな 切り後、周辺箆削り。 成： 5 色調： 2.5G Y6/1 

器高 3. 3 る。 南比企産 オリーブ灰残存： 90%

床

3 坪 ロ径（13.3)平底から強く屈曲して外傾 右回転撫で。底部右回転糸 胎土： 0.3以下B+C+E

須恵器底径（ 8.1) する体部に至る。 切り後、周辺箆削り。 多焼成： 2 色調： 5Y

器高 3.4 末野産 7/1灰白 残存： 30%

覆土
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番号l器種1法星 形態の特徴 I 手法の特徴 I 備 考

4 I 杯 口径 11.9丸底から内彎する体部を経 口縁部横撫で後、体部下半胎土：微A+E+G+H

土師器器高 3.3て口唇に至る。 右→左への箆削り。 焼成： 4 色調： 2.5YR  

5/8明赤褐残存： 55%

床

5 I 杯 口径 13.2丸底から体部下位で屈曲 口縁部横撫で後、体部下半胎土：微A+D+E+F+

土師器 し、内彎する体部に至る。 右→左への箆削り。 G 焼成： 3 色調： 2.5 

ロ唇は僅かに内傾する。 YR  5/8明赤褐 残存： 40

形二次加熱 床

61高台付高台径 7.0高台は八の部状に大きく 開 右回転撫で。底部右回転糸胎土： 0.3以下B+C+E

椀 き、端面が外傾する。 切り。高台付着後、内外を焼成： 2 色調： 2.5Y7/2 

右回転撫で。 末野産灰黄残存：底部 覆土

71高台付高台径 8.4高台は高くハの字状に開く 右回転撫で 7周＋a。底部胎土： 0.4以下B+C+E

椀 が、厚さが一定し端部が水右回転糸切り。高台張りつ焼成： 5 色調： 2.5Y7/2

須恵器 平につくられる内面に 1cm け後、内外右回転撫で。 灰黄残存：上半欠 床

大の鉄滓が付着する。 末野産

8 I 甕 底径（11.5)平底から丸味を持って立ち 右回転憮で。胴最下位部は胎土： 0.8以下B+C+D

須恵器 上がる。鉄滓が饉かに付着右→左への回転箆削り。底＋E 焼成： 5 色調： 2.5 

する。 部は右回転糸切り。末野産 Y7/2灰黄残存： 40%

覆土

91 甕 胴径 26.9底部付近で、体部から窄ま 粘土帯積み上げ、平行叩き胎土： 0.7以下B+C+E

須恵器現高 16. 8 り、平底風になる。 成形。内面は下→上への木焼成： 5 色調： N4/0灰

ロ撫でが施される。 残存：胴下半60形 鼈

10 I 甕 底径（15.1)平底から薗線的に外傾し立 粘士帯積み上げ。右回転撫胎土： 0.6以下B+C+D

須恵器 ち上がり体部に移行する。 で。外面体部最下位は左→ ＋E 焼成： 4 色調： 2.5

右への箆削り。 YR  7/2明赤灰残存 ：20

劣 覆土

11 I 甕 口径（16.0)丸い胴から外反して口縁に 右回転撫で。体部は外面を胎土： 0.5以下B+C+E

須恵器胴径（18.7)至る。 口唇は直立し、内側 木口撫で、内面を箆撫です焼成： 5 色調： 5P B5/1 

に段を外側に平坦面を持 る。口縁は内外横撫で。 青灰残存： 13飴 覆土

つ。

12 I 甕 口径（21.0)最大径を上位に持つ胴部か

土師器胴径(21.8) ら、大きく外反する口縁に

至る。口縁はやや肥厚す

る。

ロ縁横撫で後、胴上位は右

→左、中位以下は右上→左

下へ箆削りする。内面は横

位の箆撫で。

胎土：微A+B+C+E+

F+G 焼成： 4 色調：

2. 5Y R5/6明赤褐残存：

40% 覆土

13 I羽 口1全長 11.3先端が隔解して黒色ガラス 棒に巻きつけ、表面を指頭胎土： A少＋スサ多砂は

外径 7.9化するが、そのためか短か 痕で撫でる。口部周辺には他の羽口より少ない。

孔径 2.2い羽口である。孔部は基部 溶けた鉄滓が垂れ下がる。 残存： 60%

にて擦れたため太くなる。
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第112図第73号住居跡出土遺物(2)

第74号住居跡（第113図）

6ーツ区に位置し、規模は3.47 X3. 68m、深さは0.23mを測る。形態は不整方形で、主軸はN-

89°-E、床標高は71.97 mである。

鼈は東壁中央にあり、長さ1.1 X幅0.55mで、 煙道は狭く長い形態で緩やかに傾斜して立ち上が

る。鼈には支脚が置かれる。柱穴は未検出である。

遺物は鼈から土師器小形甕03)、支脚ct5)が、覆土から土師器杯（1)、高台付椀(2)・（3)、土師器甕（8）・

00)の他、塊(5)、長頸瓶（6)、甑ctl)、甕（4)、土師器甕（7）・(9)・ct2)、釘ct4)が出土する。製鉄関連遺物と し

て鉄滓3509、羽口片、鉄滓付着土器がある。

第74号住居跡出土遺物（第114図）

番号器種l法盤 形態の特徴 手法の特徴

1 I 杯 1口径（13.7)乎底から外傾する体部へ移 底部は箆削り。体部下位は
土師器底径（ 7.3)行するが、厚手である。外 箆撫で。二次加熱。

器高 4.0面には指痕が明瞭。

21高台付高台径 1高台は端部を丸くつくる。

坑（ 6.6) 

須恵器

備 考

胎土：微A多十B+E+F

+G 焼成 ：4 色調： 7.5

YR 6/4にぶい橙残存：

30% 覆土

右回転撫で。底部右回転糸胎土：微A+B+C+E

切り後、高台張りつけ。高焼成： 1 色調： 10YR7/3

台内外右回転撫で。末野産にぶい黄橙残存： 25%

覆土

31高台付高台径 6.7高台は外に強く張り出し、 右回転撫で 7周＋a。底面胎土：微A+B+E 焼成

椀 端面に沈線を加える。高台摩耗で不明瞭。 末野産： 1 色調 ：7.5Y R6/4に

須恵器 は短かい。薄手。 ぶい橙残存： 30% 覆土

41 甕 口径 16.9 口縁は反り、 口唇は上下に 1右回転撫で。

須恵器 延びる。端面はやや窪む。

末野産 1胎土：微A+B+C 焼成

: 5 色調： N4/0灰残

存：口縁15形

5 I 椀 I口径 15. 11平底から饉かに外反してか I右回転撫て。底部全面右回 I胎土：微A少十 I(1 c祉＝
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第113図第74号住居跡

蕃号器種1法 量 1 形態の特徴

須恵器底径 7. 11ら内彎する体部に至る。

器高 5.9 

I 手法の特徴 1 備 考

転箆削り。また体部最下位 10) 焼成 ：3 色調： 2.5 

も同様箆削り。 南比企産 Y6/2灰黄残存： 40%

6 I長頸瓶胴径（20.6)I最大径をやや上位に持つ胴 I右回転撫で13周十a。

須恵器現高 13.6部片である。

胎土： 0.5以下B+C+E

焼成： 2 色調： 2.5 YR  

6/2灰赤残存： 30%

7 I 甕 I底径（10.0)

土師器

体部下位上→下への箆削 I胎土：微A+B+C+E+
り。 F+G+H 焼成： 4 色

調 ：2.5Y R6/6橙残存：

40% 

8 I 甕 口径(20.9)やや外傾するコの字状ロ ロ縁二段横撫での後、胴外胎土：微A多＋F+H 焼

土師器 縁、口縁は肥厚する。 面右→左への箆削り。内面成： 4 色調： 5YR 5/4 

右→左への木口撫で。 tこぶい赤褐 残存： 15飴

覆土

91 甕 I口径(20.5)1僅かに外傾するコの字状口 1口縁横撫で2段の後、胴部 I胎土： 微A多十E+F+G

-148-



ぐ＼□-ロ―• こ／口／
叫

デ ー-ー/ ―□-_--
4.J- ¥ - ----―----- _, 

，ロニ=/9 5 

→ーーニ□— ー ／ 

叫

l ＿ーロロ¥ 9 ,6i 
――□ ----:H4 ：ロニロー一〖 ロロニ［三
―--/ ¥ 12H万 13H士

9H¼ 

□下
¥.'、¥ ¥ ¥ 
＼ ヽ 15 
| 

10H} 

一ーニロ-―/―-i-----
， 

| ,  9 

11¼ 

O 10cm 
I I 1 19 4 |1 3 

第114図 第74号住居跡出土遺物

-149-



番号器種1法 盤 1 形態の特徴 ］ 手法の特徴 l 備 考

土師器 縁。口縁は肥厚する。口縁 箆削り。内面箆撫で。二次焼成： 3 色調： 5Y R6/8 

には粘土接合痕が見られ 加熱を受ける。 橙残存： 12鈴

る。

10 I 甕 口径（16.7) 張りの少ない胴から、饉カ~ 内面に粘土接合痕が明瞭。 胎土：微A+E+F+G

土師器胴径（20.9)に外反する口縁に至る。ロ ロ縁横撫での後、胴部は上焼成 ：4 色調： 5Y R6/6 

現高 15.5縁は肥厚する。 位が右→左、中位は左上→橙残存： 25% 覆土

右下への箆削り。内面は右

→左への箆撫で。

11 I 甑 口径（31.9)直線的に外傾する体部片 I右回転撫で。

須恵器 で、口唇は端面に中窪みの

平坦面を持ち、内側へ延び

る。

14 I 釘 現長 11.0錆が著しく、 旧態を保って I鍛造。

鉄製品 はいないが、断面一辺1.05 

cmの正方形で、一端は細く

なる。

胎土： 0.4以下B+C 焼

末野産 1成： 4 色調： 10YR 6/3 

にぶい黄橙残存： 13%

12 I小形甕口径（12.1)小形甕で、口縁は内傾する 口縁2段の横撫での後、胴胎土：微A多＋ F+G 焼

土師器胴径（14.2) コの字状口縁である。 部外面を右→左へ箆削り。 成： 4 色調： 7・5y R6/4 
内面は右→左へ箆撫で。 にぶい橙残存： 23%

13 I小形甕口径（13.0)胴部から口緑へは緩やかに 口縁横撫での後、胴部外面胎土：微A多十 F+G 焼

土師器 移る。内面頸部には、弱いは右→左へ箆削り。内面は成： 4 色調 ：5YR 6/6 

稜をつくる。二次加熱。 右→左へ箆撫で。 橙残存： 25% 窟

重盤： 39.53f/-

15 I支脚現長 12.5頂部と基部を欠くが、頂部 粘土にスサをからめながら胎土：1.0以下A多＋スサ

土製品外径 7. 7が細い載頭円錘状となるで 固める。胎土は羽口と同様焼成：二次加熱を受けもろ

あろう。 である。 い色調： 2.5Y R6/8橙

残存： 70% 鼈

第75号住居跡（第115図）

6 • 7ーチ区に位置する。規模は4.95 X3. 75mで、 深さは0.37mを測る。形態は長方形で、主軸

はN-84°30'-E、床標高は72.55mである。

鼈は短辺の東壁中央にあり、長さ1.6 X幅0.7mを測る。焚口は深くなり、煙道へは段を持ちなが

ら立ち上がる。寵の床は、焼土が明瞭に見られた。床は中央、南西隅に浅い土坑が存在するが、性

格は不明である。これと同類の土坑が住居の周辺に 4個見られるが、住居との関連は不明である。

柱穴は検出できなかった。

遺物はいずれも覆土から出土しており、杯（1)・(2)、土師器杯(3）、高台付塊（4）・（5)、皿（6)、灰釉壺

(7)が出土する。この他第76号住居跡出土の壺怠0)と接合する破片がある。鉄滓が57og、羽口片が6点

出土する。
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第116図 第75号住居跡出土遺物

第75号住居跡出土遺跡（第116図）

番号犀訓法菫 1 形態の特徴 手法の特徴 I 備 考

1 I 坪 1底径

須恵器

5. 31平底から指差し込み部で外

反し、立ち上がる。焼き重

ねのため外面体部上位が酸

化する。

右回転撫で。底部右回転離 1胎土： 0．2以下A+I (1c乱

し糸切り。 南比企産 ＝3) 焼成： 5 色調： 7.5 

GY 4/1暗緑灰残存 ：底

部80% 覆土

21 杯 1底径（ 6.0)平底から指差し込み部で外 右回転撫で。底部右回転糸胎土： 0．3以下B+E 焼

須恵器 反し、丸い体部に移る。 切り。 末野産成： 5 色調： N5/0灰

残存： 25形 覆土

3 I杯 口径（13.1)1丸底から屈曲して外傾する 口縁横撫で。底部箆削り。 胎土： B．D •金H多＋ F

土師器 体部に移行する。体部上位 焼成： 2 色調： 5Y R6/6 

は厚手である。 橙残存： 20% 覆土

4 I高台付高台径 7.5高台はハの字状に張り出 右回転撫で。底部糸切り後胎土： 0.5以下B+C+D

椀 し、端部が薄くなる。 高台張りつけ。内外右回転＋E 焼成： 1 色調： 5 

須恵器 撫で。 末野産 YR6/6橙残存：底部100

形 覆土

5 I高台付口径（14.6)高台はハの字状に張り出 右回転撫で。高台張りつけ胎土： 0.2以下のB+C+

塊 高台径 し、端面は外傾する。口唇後、内外を右回転撫です D+H 焼成： 2 色調：

須恵器 （7. 7)部は外反し、全体に薄い作 る。 末野産 10YR7/l灰白 残存： 20

器高 6.6 りとなる。 形 覆土

6 I 皿 口径（15.0)Iやや上げ底の底部から、大 右回転撫で7周。底部右回胎土： 0．7以下B、C.D 

須恵器底径（ 6.5) きく外反する体部を経て、 転離し糸切り。 末野産多焼成： 3 色調： lOY
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番号器種法 盤 I形態の特徴 手法の特徴 備 考

器高 2 45 反り返る口唇部に至る。ロ R 6/1褐灰残存： 20%

唇部は肥厚し、体部は鞘轄 覆土

目が著しい。

7 
碑一頸部径 頸部で屈折し、やや外反気 右回転撫で。丁寧な引き上 胎土：灰雑物ほとんどなし

灰釉 (8.6) 味に開く。屈曲部に厚く釉 げである。 猿投産 焼成 ：5 色調： 7.5Y7/l 

が掛かる。口縁部の接合は 灰白残存：頸部20形

胴部に乗せるだけである。 覆土

第76号住居跡（第117図）

4ーチ区に位置し、黒田第21号墳を切る。規模は6.42X 4. 87mで、 深さ0.38mを測る。形態は不

整長方形で不明確である。 主軸はN-57°30'-W、床標高は72.16mである。

寵は南西隅に石に囲まれて存在するが、不明確である。壁も不明確である。周囲には15個の土坑

が見られるが、住居との関連は不明である。北東の 1土坑からは、底に大甕を敷きつめて、その上

に皿が 1個置かれた状態で検出されている。

出土遺物は、多く出土するが、寵から高台付塊(5)、土師器台付甕(2Gが、他に鉄滓付着の杯（1)、土

錘⑳・⑳、把手付壺伯）、灰釉瓶図、無底甑醤、大甕幹などがめだっ遺物である。接合関係は著し

く、(20)が第75号住居跡と、(21)が第62号住居跡、 01)が第62• 77住居跡、 6収が第77号住居跡、箇が第77

• 78号住居跡、(29が第77号住居跡、 09)・⑫・斡が第62号住居跡と接合した。製鉄関連遺物として、

鉄滓が2.38kgと羽口片が出土した。

第76号住居跡出土遺物（第118~122図）

番号雇叫法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

1 I 杯 I ロ径（13.5) 上げ底気味で、 口縁部は肥 右回転撫で 5周。底部右回 胎土： 03以下B+C 焼
須恵器底径（ 5.9)厚し外反する。鉄滓付着。 転糸切り。 末野産 成： 5 色調： N4/0灰

器高 3. 6 残存： 20%

21 杯 底径 5.2 乎底から内彎する体部に移 右回転撫で。底部右回転ま 胎土： 0.5以下B+C少

須恵器 る。 わし糸切り。 南比企産？ 焼成： 5 色調： 5Y 6/1 

灰残存：底部 100%

31 杯 底径 6 3 I 平底から指差し込み部で外 I 右回転撫で。底部右回転ま 胎土： 0.3以下B+C 焼
須恵器 反する。 わし糸切り。 末野産 成： 2 色調： 5Y 6/1灰

残存：底部 100形

4 I高台付 ロ径 14.2 高台はハの字状に開く。ロ 右回転撫で。底部右回転糸 胎土：粗B+C 焼成： 2 

椀 高台径 63 縁は大きく外反し、玉縁状 切り後、高台張りつけ。高 色調： 2.5Y7/l灰白残存

須恵器器高 6 2 になる。 台の内外回転撫で。末野産 : 40% 

5 I高台付 ロ径 14. 1 高台はやや開き、端面に沈 右回転撫で 5周。底部右回 胎土： 0.4以下B+C+E

椀 高台径 6.4線を入れ、内傾する。口唇 転糸切り。高台張りつけ後 焼成： 3 色調： 7.5YR 

須恵器器高 5.8 は肥厚し外反する。 内外回転撫で。 末野産 6/6橙残存 ：40% 鼈
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番号似訓法 量 1 形態の特徴 I 

6 I高台付1高台径 8.2高台はハの字状に開き、端
椀 面に沈線を入れる。

須恵器

手法の特徴 I 備 考

右回転撫で。底部右回転離胎士： 0.3以下B+C+E

し糸切り。高台張りつけ後焼成： 4 色調： lOYR6/2 

内外回転撫で。 末野産灰黄褐残存 ：底部80%

71高台付高台径 7.1高台はハの字状に開き、端 右回転撫で。底部右回転糸胎土： 0.5以下B+C 焼

碗 面が水平になる。 切り。高台張りつけ後、内成： 4 色調： 5Y 6/1灰

須恵器 外回転撫で。 末野産残存：底部 100%

8 1高台付高台径 7.6高台はハの字状に開き、端 右回転撫で。右回転糸切胎土： 0.5以下B+C+D

椀 面が窪み内傾する。 り。高台張りつけ後、内外焼成： 5 色調： N4/0灰

須恵器 右回転撫で。 末野産残存：底部 100%

91高台付高台径 6.1高台径は小さく、外へ大き 右回転撫で。右回転糸切胎土：粗B+C+D+E+

椀 く張り出す。 り。高台張りつけ後、内外 H 焼成： 1 色調： 7.5 

須恵器 右回転撫で。 末野産 YR7/4にぶい橙残存：

底部 100形

10 I高台付高台径 6.7高台はハの字状に開き、端 右回転撫で。右回転糸切胎土： 0.3以下B+C 焼

椀 面は外傾する。 り。高台張りつけ後、内外成： 4 色調： N5/0灰

須恵器 右回転撫で。 末野産残存：底部60%

11 I皿 口径 13.6上げ底から大きく外傾する 右回転撫で 7周。右回転離胎土： 0.3以下B+C 焼

須恵器底径 6.4体部を経て、反り返る口唇 し糸切り。 末野産成： 5 色調 ：N4/0灰

器高 2.0に至る。 残存： 50%

12 I 皿 口径 15.2上げ底から大きく外反する 右回転撫で4周。右回転ま胎土： 0.7以下B+C+D

須恵器底径 5.8体部に至る。 わし糸切り。 末野産焼成： 5 色調： N4/0灰

器高 2. 6 残存： 50%

13 I皿 口径（15.5)上げ底から外傾する体部を 右回転撫で4周。右回転糸胎土： B+C+E 焼成：
須恵器底径（ 6.5)経て、大きく反り返る口唇 切り。 末野産 2 色調： 2.5Y7/2灰黄

器高 2. 1に至る。口唇は肥厚する。 残存： 30%

14 I高台付口径 13.5高台は細く、開きは少な 右回転撫で。底部右回転糸胎土： B+C+E 焼成：

皿 高台径 5.6い。皿部は口唇が大きく反 切り。高台張りつけ後、内 2 色調： 5Y 7/1灰白

須恵器現高 1. 7 り返る。 外回転撫で。 末野産残存： 60%

15 I高台付高台径 5.8椀の高台と比べ小さい。高 右回転撫で。底部右回転糸胎土： 0.3以下B+C+D

皿 台端部は台形に近く、端面切り。高台張りつけ後、内十E+H 焼成： 3 色調

須恵器 は水平になる。 外面右回転撫で。 末野産： 7.5Y R6/3にぶい褐残

存：底部 100形

16 I大皿口径 19.5上げ底から外傾する体部を 右回転撫で 9周。底部右回胎土： 0.7以下B+C+D

須恵器底径 8. 0経て、大きく反り返り玉縁 転糸切り。 末野産焼成： 5 色調N4/0灰

器高 2.6状になる口唇に至る。体部 残存： 55劣

は饒櫨目明瞭。焼け歪む。

17 I把手付I口径(12.9)1 肩に把手が付く壺である I 右回転撫で。口緑の接合は I 胎土： B•C 少十 I (le乱＝

-158-



□ 7 18¼ 

（ ロロロ：三
I ' 

¥ ! ! { I 

□—---]ー／
， 

17士

□□ーニ20

ロ- •一 ー ー：：：ーニニーロニロ一| ----―← -•一•
·―—ごて ・ • --~ ▼ー て一一，

----1-¢ — 

＼ー ＝三＝ ＝ ］ 

21-J-

， 
¥ ----' へ1

口
ニーー・―--: --
― ― -- -

1
-4
 

、
22

ー

／
＼
 

二
口

-

7

'n
]

-l 

一――
―
―
―
一

l

l
'
 

-

[

-
―

-

l
l

l
 

r

.
r
!ー
,

f

’
＿ーじ
ニ

、

'

f

.

.

.
 ;

.
 

-̀

'_JI. 

＿ー

プ

＂
彗

l
-

-

l
i

-

へ`̀
r

.
1

.

[

．
 

ヽ

．

f

¥

-

.

l
 

-―

―

 

―
-

.

l

 

-

l
 

、

,

J

勾K¼

,' 
19 ¼ 

24H-l-

口
ビ） ＠ 

26H-} 
27 28 

゜
10cm 

9 3 

第119図第76号住居跡出土遺物(2)

-159-



番号1器種1法 醤 1 形態の特徴 I 手 法の特徴 I 備 考

壺 胴径（28.6)が、肩部は張るであろう。 胴部に乗せる。把手の接合 10) 焼成： 3 色調： N 

須恵器現高（25.0) 口緑部は大きく外反し水平 は肩部を箆削りした後、棒 5/0灰 残存： 20%底部欠

近くになった後、口唇は内 状の粘土を張りつけ、指で第62• 77号住の破片と接合

傾するように立ち上がる。 撫でつける。 南比企産 した。

18 I 壺 口径（23.0) 口縁は大きく外反し、口唇 右回転撫で。内面には緑色胎土： 0.1以下B 焼成：

須恵器 端面下位には窪みを巡ら の釉が掛かる。やや多孔 5 色調： 5B 4/1暗青灰

す。口唇上面は平坦をつく 質。 南比企産残存：口縁30%

る。

19 I 壺 1口径(23.0)1胴部は丸く 、頸部で屈曲 し 幅1.5cm強の粘土帯接合痕胎土：白・黒A 焼成： 5 

須恵器胴径（24.0)て大きく外反する。 口唇は がある。口縁内外には右回色調： lOYR 6/2灰黄褐

下方に延び端面をつくる。 転撫で。胴部内面僅かな右残存： 25劣 第62号住居跡

回転撫で。 南比企産 と接合。

20 I 壺 1現高 6. 61胴上位は緩やかに窄まる 粘土帯稼み上げ後、右回転胎士： B＋C+D+E 焼

須恵器 が、口縁は上に乗せ僅かに撫で。丹彩であろうか、表成： 3 色調： 2.5Y5/l黄

粘土を巻く。 面が赤色化する。 末野産灰残存： 20% ピットと

第75号住居跡覆土と接合。

21 I 壺 口径（13.7)最大径を中位に持つ胴部か 粘土帯積み上げ、右回転撫胎土： 0.5以下B+C+E

須恵器胴径（21.5) ら、屈折して外傾する口縁 で。胴部外面には沈線状の焼成： 5 色調： N4/0灰

現高 19.6部に至る。口緑部は上方に 観櫨目明瞭。内面胴部中位残存： 30% 第62号住居跡

尖り端面は平坦部を作る。 に1c1n= 8 x 7本の布目痕 と接合。

あり。 末野産

22 I 甕 頸部径15.2頸部で強く屈曲して外反す 1粘土帯積み上げ、平行叩き胎土： 0．5以下B+C+D

須恵器 る口縁に至る。 成形。その後口縁部は左回焼成： 5 色調 ：5P B4/l 

転撫で。 末野産暗青灰残存：頸部40%

23 I 瓶 高台径12.1高台は台形となり、端面は

灰釉？ 1 内傾する。

25 I台付甕胴径 14.0脚台部は大きく開き、胴部

土師器脚径 4. 9は緩やかに内彎して立ち上

がり、最大径を上位に持つ

胴部に至る。

右回転撫で。胴部下位は右

回転箆削り後、高台張りつ

け。内面は底部周縁に強い

回転指撫で。

26 I台付甕脚径 10. 2脚は大きく開く 。基部で緩 I脚裾は横撫でを施す。
土師器 やかに外反する。

胎土：白色微A 灰雑物ほ

とんどなし焼成： 5 色

調： lOY4/1灰残存：高

台20%

24 I 甕 口径 21. 3胴部からやや内傾するコの 口縁部 2段の横撫での後、 胎土：微A+E+F+G+

土師器 字状口緑に至る。口唇部は胴部上位を右→左へ箆削り H 焼成： 4 色調： 5Y

肥厚し、外傾する。 する。内面は右→左への箆 R5/4にぶい赤褐 残存：

撫で。 胴上位90%

脚部は横撫で、胴部下位は胎土：微A+E+F+G+

左上→右下への箆削り、胴 H 焼成： 4 色調： 5Y

部中位は右→左への箆削り R 6/6橙残存 ：50%

が行なわれ、内面は右→左

への箆撫で。

胎土：微A+E+F+G+

H 焼成： 4 色調： 7.5
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番号器叫法 贔 l 形態の特徴 l 手法の特徴 I 備 考

YR6/6橙残存：台脚100

形 糊西

27 I土錘1全長 3.75 細形で、中央が最大径とな 棒に巻きつけ抜く。

外径 1. 2 る。 重量 ：4.37 9 

孔径 0. 25 

28 I土錘1全長 3.2 細形で、長楕円形を呈す I 棒に巻きつけ抜く。
外径 0.9 る。 重景： 2.14 !l 

孔径 0.3 

胎土：微A+E+F+G+

H 焼成： 5 色調： lOR

5/6赤残存： 95飴

胎土：微A+E+F+G+

H 焼成： 5 色調： lOR

5/6赤残存： 100%

29 I 甕 1口径 25.2胴部は下位から外傾して立 粘土帯積み上げ。胴上半部胎土 ：0．7以下B+C+D

須恵器胴径 30.0ち上がり、屈曲 して内彎す 内面に接合痕著しい。口縁＋E多 焼成： 5 色調：

現高 32.0る。 口緑部から大きく外反 は右回転撫で。胴部最大径 N3/0暗灰残存：底部欠

し口唇部は下へ延びる。端 部分に左→右への箆削りが 50% 第77号住居跡出土品

面は沈線を巡らせ、口唇上 巡る。 末野産 と接合。

方には平坦部をつくる。

30 I 甕 底径（15.8)平底から外傾する胴部に移 粘土帯積み上げ。右回転撫胎土： 0.2以下B多焼成

須恵器 1行する。 で。底部内面は右回転撫で ： 5 色調： N4/0灰 残

7周。外面胴最下位、左→存： 30%

右への箆削り。 末野産？

31 I 壺 頸部径 やや長い胴から頸部にて強 粘土帯積み上げ後、右回転胎土： B+C+D 焼成：

須恵器 （15. 7) ＜屈折して、大きく外反す 撫で。肩に肩部のみ箆撫で 5 色調： N4/0灰残存

胴径（27.1)る口縁に至る。 を行なう。 末野産 ：30形胴下位、口唇欠

32 I 壺 頸部径 丸い胴部から、大きく外反 粘土帯戟み上げ。胴部は平胎土： 0.3以下B+C少

須恵器 （12.9)する 口縁に移る。肩に斑点 行叩き成形。内面に無文の焼成： 5 色調： 10G 3/1 

現高 19. 2状の自然釉が掛かる。 当て具痕付着。口縁部は右暗緑灰 残存：上半部30%

回転撫で。器肉はセビア色第62号住居跡と接合。

で土は精選され生産地不

詳。

33 I 甑頸部径 孔部は大きく、その周辺に

須恵器 （25.4)は箆状工具で開けられた、

鍔径（29.1)貫通しない穴がほぽ等問隔

底径（16.1)に開けられる。 この穴は棧

孔径（14.5)を渡す穴と考えられる。胴

中位には短かい突帯が巡

る。頸部は外反する。

粘土帯積み上げ後、右回転胎土： B+C+D+F+H

撫で。孔部は左→右へ箆削焼成： 4 色調： 2.5 GY 

りする。鍔部は突帯を付着 5/1 残存： 25%

した後、上部を回転撫でで

付羞する。 末野臨

34 I大甕 口径（52.2)底部は丸底で緩やかに立ち 粘土帯稼み上げ後、平行叩胎土： 0.9以下B+C+D

須恵器頸部径 上がる。口緑部は頸部で屈 き成形を行なう。 内面胴最十 I(le品＝6) 焼成： 5 

(35.2)折して大きく外反し、 口唇 下位には撫でが横走し、そ色調： lOY6/1灰

は上と下へ突き出す。 口縁 の上には無文の当て具痕が残存 ：口縁部30%、底部25

部には 4段の波状文が巡 残る。口縁部の波状文は右形第77号住居跡と接合。

る。底部に焼台に接した、 回りである。 南比企産
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番号1器種1法 最 1 形態の特徴 I 手法の特徴 I 

I I 

青灰色で円形の跡あ り。

備 考

35 I 壺頸部径 やや縦長の球胴を呈する

須恵器 （19. 8)が、胴中位上には沈線が巡

胴径（46.4)る。口縁部は緩やかに屈曲

し、外反する口縁に至る。

粘土帯戟み上げ後、平行叩胎土： B+C+D+E

き成形。下方では垂直に近焼成 ：4 

く、上方では水平に近い。 色調： lOY5/1灰

内面の当て目は下方では青残存： 30%

海波に近く、その上を平滑第77• 78号住居跡と接合す

に仕上げている。上方はやる。

や深い同心円当て目で、ロ

縁は右回転撫で。 末野産

36 I大甕ロ径（48.0)ロ縁は大きく外反し、口唇 粘土帯積み上げ。平行叩き 胎土： B+C多焼成 ：5 

須恵器頸部径 は上下に突出する。底部は 成形。口緑部は右 回転撫 色調 ：lOY6/1灰残存：

(34.0) 丸底。 で。 末野産 胴中位欠、口縁20%

37 I 皿 ロ径 15.1 やや上げ底で、体部は外傾 右回転撫で5周。底部右回 胎土： B+C+D+H 焼

須恵器底径 6.0 するが口唇は大きく外反 転糸切り。 末野産 成： 5 色調： N4/0灰

器高 2.4 し、肥厚する。 残存： 80形 東土坑

38 I大甕I 底径 14.5焼け歪みが著しい。大甕で 粘土帯租み上げ。平行叩き 胎土： 0.8以下B+C 焼
須恵器 は数少ない平底である。 成形。内面は無文の当て目 成 ：5 色調： 5PB 4/1 

痕あり。 暗青灰残存 ：胴下半40%

第77号住居跡（第123図）

3ーツ区に位置する。規模は4.69 X 3. 93m、深さは0.57mを測る。形態は長方形で、主軸はN-

63°30'-E、床標高は71.82mである。

鼈は東壁中央にあり長さl.5 X幅0.65mで、壁には河原石が使われるやや煙道の長い鼈である。

床にはいくつかの土坑が見られるが、 鼈手前のはl.55 X 1.18m、深さ 0.3mと深い。他は南壁沿い

に見られるが小形であり、 それぞれ遺物が出土している。 北西隅と南東隅に柱穴ら しきものがある

が、他は不明である。

土層は1層が遺物を多量に含む黒褐色、 2層が茶褐色、 3層が鼈付近で、炭化物・焼土を多菫に

含む暗茶褐色である。

遺物は鼈中から杯（8)・08)、土師器杯⑬・ 04)、皿箇が、 鼈西方から杯(4)、皿（5）が、南西ビットから

杯（1) ・ (9) ・ 00）・認 高杯仰、灰釉瓶⑳、土師器甕斡 •M·Mなど多くが出土する。他に南壁沿いか

ら杯(3)• 05)、灰釉瓶00)が出土する。（1)• (9) • M)・怠3には鉄滓が付着する。いくつかの甕の破片は第

76号住居跡の危9 • ⑭ •63 と 接合する。鉄滓は5859 、羽口片が多く出土する。
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第123図 第77号住居跡

第77号住居跡出土遺物（第124~126図）

番号1器種1法 量 形態の特徴 I 手法の特徴 | 備 考

1 杯 ロ径 13.3 平底から観櫨目の著しい体 右回転撫で 6周。底部右回 胎土： 0.5以下B+C 焼

須恵器底径 7.4 部を経て、外反する口届に 転離し糸切り。 末野産 成： 5 色調： 2.5Y7/1灰

器高 3.9 至る。鉄滓付羞。 白残存： 90% 床

2 杯 ロ径 12.6 平底で、口唇はやや外反す 右回転撫で 4周。底部右回 胎土： 0.3 以下B•C•D
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番号器種法 贔 l形態の特徴 I 手法の特徴 I 備 考

須恵器1底径 6. 01る。

器高 3. 5 

転まわし糸切り。 末野産艮＋E 焼成： 3 色調 ：

2. 5Y6/1黄灰残存： 80形

胎土分析No.17 床

3 I杯 1口径 13.2体部下半が丸く 、口唇は大 右回転撫で 6周。底部右回胎土： 0．5以下B+C 焼
須恵器底径 6. 7きく外反し、肥厚する。 転離し糸切り。 末野産成： 5 色調 ：7.5Y4/1灰

器高 3. 5 残存： 70% 床

41杯 口径 13.5饉かに上げ底となり、口唇 右回転撫で7周。底部右回胎土 ：0.7以下B+C+D

須恵器底径 5.5が肥厚し外反する。器高が 転まわし糸切り。 末野産焼成： 5 色調： N5/0灰

器高 3.4低く、指差し込み部が明 残存： 70% 床

瞭。

5 I 杯 口径 12.8焼け歪み上げ底となり、口 右回転撫で 6周。底部右回胎土： 0.3以下B+C 焼

須恵器底径 5. 6唇は外反する、厚手の杯。 転まわし糸切り。 末野産成： 5 色調： 7.5Y R6/1 

器高 2.9 褐灰残存： 100劣 床

6 I 杯 口径 13.4浅い形態で、体部は大きく 右回転撫で 6周。底部右回胎土： A十B+H 焼成：

須恵器底径 5.3開き、玉縁となる口唇で肥 転糸切り。 末野産 2 色調： 7.5YR7/3にぶ

器高 2. 6厚する。 い橙残存： 50飴

7 I 杯 口径（12.4)底部から指差し込み部で外 右回転撫で 8周。末野産？ 胎土： B+C 焼成： 5 

須恵器底径（ 5.0)反し、丸い体部を経て、大 色調： IOYR 7/2にぶい黄

器高 3.1きく反る玉縁の口唇に至 橙残存： 25飴

る。

8 1 杯 口径（14.6)底部は上げ底気味で。口唇 右回転撫で 7周。底部右回胎士： B+C+D+H 焼

須恵器底径（ 7.6)は大きく外反する。 転糸切り。 ．末野産成： 4 色調： 2.5Y5/l黄

器高 3.5 灰残存： 25形 鼈

91杯 底径 5. 0指差し込み部で強く外反 右回転撫で。底部二次加熱

須恵器 し、内彎する体部へ移る。 により荒れて不明瞭。

鉄滓付着。 末野産

胎土： 0.5以下B+C+H

焼成： 2 色調： 5Y 7/3 

浅黄残存：底部 100%

床

10 I 杯 底径 6. 7底部はやや上げ底で、指差 右回転撫で 6周＋a。底部胎土： B+C+E 焼成：

須恵器 し込み部で外反する。体部右回転まわし糸切り。 2 色調： 7.5Y7/l灰白

は丸く立ち上がる。 末野産残存：底部 100形 床

11 I 杯 口径 11.9乎底気味の底部から外傾す 口縁横撫で。底部と体部下

土師器底径 6. 8る体部に至る。体部中位に 位は箆削り。体位下部は右

器高 3.2は指頭痕明瞭。 →左へ。内面木口撫で。

胎土 ：微A+B+E+F+

G 焼成： 3 色調： 2.5 

YR  7/3淡赤橙残存： 60

飴

12 I 坪 口径 12.6平底から外傾して立ち上が 口縁横撫で。底部は箆削胎土：微A多十E+E+G

土師器底径 8.0 る体部を経て、やや尖る口 り。内外摩滅顕著。体部～ ＋H 焼成： 3 色調 ：5 

器高 4.0唇部へ。体部中位指頭痕。 底部に黒斑がある。 YR  7/4にぶい橙 残存：

70飴
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番号1器種法醤 形態の特徴 I 手法の特徴 備 考

13 I 杯 口径（12.1)乎底から外傾する体部に至 口縁横撫で。底部箆削り。 胎土：微A多十E+F+G

土師器底径 5. 7る。体部には指頭痕明瞭。 内面は底部中央を除いて横焼成： 4 色調： 2.5YR 

器高 4.0 撫で。 6/6橙残存： 40% 鼈

14 I杯 口径（12.2)平底からやや脹らみ外傾す 口縁横撫で、底部は箆削り
士師器底径（ 7.5)る体部に至る。体部中位に し、体部下位も左→右へ箆

現高 3. 2指頭痕。 削りする。

胎土：微A多十E+F+G

+H 焼成： 4 色調： 2.5

YR 6/4にぶい橙残存：

30% 窟

15 I高台付口径 14.7高台がはがれる。口唇は外 1右回転撫で10周。底部右回

椀 現高 5. 5反する。 転糸切り。 末野産

須恵器

胎土： 0.6以下B+C+D

+E 焼成： 3 色調： 5 

YR  5/6明赤褐残存： 60

％床

16 I高台付口径 14. 5高台が一部はがれる。高台 右回転撫で12周。底部右回胎土： 0.4以下B+C+D

椀 高台径 7.4は先の丸い逆三角形とな 転離し糸切り。高台張りつ＋E多焼成： 1 色調：

須恵器器高 5. 6る。口唇は外反する。 け後、回転撫で。 末野産 lOYR 7/3にぶい黄檻 残

存： 90% 胎土分析No.9 

17 I高台付口径 14.4高台は短かく幅広で、端面 右回転撫で10周。底部右回胎士：白色微砂粒微量含有

椀 高台径 7.3に窪みを入れ水平となる。 転離し糸切り。高台張りつ多孔質焼成： 3 色調：

須恵器器高 6.4口唇は外反し、玉縁とな け後、回転撫で。 末野産 10YR7/1灰白 残存： 50

る。 形胎土分析No.10 床

18 I高台付口径 13.8高台は短かく下方に延び、 右回転撫で 6周。底部右回胎土： 0.5以下B+C 焼

塊 底部 6.6体部中位が窪む。口唇は外 転糸切りであるが不明瞭。 成： 5 色調： 7.5Y5/l灰

須恵器器高 6. 3反し玉縁状口縁をつくる。 高台内外回転撫で。末野産残存： 40% 鼈

19 I高台付高台径 高台は短かく外に張り、端右回転撫で 6周＋a。底部胎土： B+C+D+E 焼

椀 （7.6)面が外傾する。 右回転糸切り。高台内外回成： 5 色調： 7.5Y7/1灰

須恵器 転撫で。 末野産白残存： 30%

20 I高台付高台径 高台はハの字状に張り出 右回転撫で。底部右回転糸胎土： B+C+E+H 焼

椀 （7.2) し、端面は丸くつくられ 切り。高台張りつけ後、内成： 2 色調： 10YR 6/3 

須恵器 る。 外右回転撫で。 末野産にぶい黄橙残存： 40;?0

21 I高台付口径 14. 2体部は張り、口唇は大きく I右回転撫で。
坑 外反して玉縁をつくる。

須恵器

末野産 1胎土： B+C+E多焼成

: 4 色調： 7.5GY8/1明

緑灰残存：口縁70%

22 I高台付高台径 7.9高台はハの字状に張り、端 右回転撫で。摩滅著しく切胎土： B+C+D+E 焼

椀 面は平坦部をつくる。 り離し不明瞭。 末野産成： 1 色調 ：5YR  6/4 

須恵器 にぶい橙残存：高台70鈴

23 I 皿 口径 12.8焼け歪む。体部は鞘輯目痕 右回転撫で 5周。底部右回胎土： 0.5以下B+C+D

須恵器底部 5. 5が著しく、口唇は肥厚し外 転離し糸切り。 末野産＋E多焼成： 5 色調：

器高 2. 5反する。口縁に鉄滓付着。 N 4/0灰残存： 70% 床
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番号器種1法 屋 1 形態の特徴 I 手法の特徴 備 考

24 I皿 口径 14.3底部から内彎する体部に移 右回転撫で。底部右回転糸胎土： 0.2以下B+C+D

須恵器底径 6. 6行し、口唇で外反する。 切り。摩滅著しく、 整形不＋E多焼成 ：1 色調：

器高 2. 5 明瞭。 胎土分析No.1112. 5Y7/2灰黄残存 ：60%

25 I 皿 口径（14.1)底部は上げ底で、体部は外 右回転撫で4周。底部右回胎土： 0.8以下B+C+D

須恵器底径（ 6.2)反し、口唇は肥厚するが端 転糸切り。 末野産焼成： 5 色調： 2.5 YR  

器高 2. 5面をつくり、蓋であろう 5/2灰赤 残存 ：30％鼈

か。

26 I皿 1口径(14.6)底部は上げ底で、体部は外 右回転撫で5周。底部右回胎土： B＋C+H 焼成：
須恵器底径（ 7.0)反する。口唇は玉縁 とな 転糸切り。 末野産 2 色調： 2.5Y R6/4にぶ

器高 2. 5る。 い橙残存： 20%

27 I土 錘隅長 3.4細形であるが、つくりが悪 1棒に巻きつけ成形。

外径 1.0い。一端を欠失する。

孔径 0. 3 

胎土：微A+C+E+F+

G 焼成： 4 色調： 7.5 

YR  5/4にぶい褐

28 I 瓶 1頸部径 肩部から屈折して頸部へ移 右回転撫で。口頸部の接合胎土：ほとんど灰雑物含ま

灰釉 (5. 8)行する。表に濃緑色の釉が は、肩部の上に乗せるが、 ず焼成： 5 色調： 5Y

かかる。 内側に粘土を巻き込んでい 6/2灰黄 残存：口縁15%

ない。 東濃産？

29 I 瓶 胴径 14.8高台は低く、端面は僅かに

灰釉高台径 7.5内傾する。胴部は緩やかな

丸味を持って立ち上がる。

内面は轄櫨目が明瞭であ

る。底部と胴下位に斑点状

の釉が掛かり、倒置して焼

いている。

右回転撫でが基本となる胎土：白色微砂粒含有

が、胴部中位付近から上へ焼成： 5堅緻

は左回転撫で。胴下位外面色調： 2.5Y5/3黄褐

は右回転箆削りが施された残存：下半部30% 床

後、高台が張り付けられ

る。高台の内側は強く撫で

られるが、外側には接合痕

が見られる。 猿投産

30 I 壺 1胴径(25.5)肩のやや張る胴上半部の破 右回転撫で。内面は胴最大胎土 ：0．3~0.5の小石僅

灰釉 片。肩には濃緑色の釉が掛径付近を境に上下で違う。 か。 B+C十黒色微粒子

かるが、はげ落ちた部分も 上は引き上げによって付い焼成： 5 色調： 5Y 6/1 

ある。 た鞘櫨目である。猿投産？ 灰残存：胴上半30% 床

31 I 甕 底径（19.0)1平底から価かに外反して立 1粘土帯膝み上げ、乎行叩き胎土： 0．5以下B+C+E

須恵器 ち上がる。 成形。体部最下位外面左→焼成： 5 色調 ：lOYR5/1 

右への箆削り。内面撫で。 褐灰残存：底部25%

末野産

32 I 甕 底径（14.1)平底から外傾する胴部ヽヽ全 粘土帯積み上げ後、右回転胎土： 0.6以下A+B+C

須恵器 る。 撫で。体部最下位左→右へ＋D 焼成： 5 色調： 10

の箆削り。 末野産 R2/1赤黒残存 ：底25飴

33 I 鉢 口径 20.7丸い胴部から大きく外反す 粘土帯積み上げ後、右回転胎土： 0.8以下A+B+C

須恵器胴径 22. 7る短かい口緑に至る。口縁 撫で。 末野産＋D 焼成： 5 色調： 5 

現高 16.2端部は窪みが巡る。 PB 3/1暗青灰残存：上
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番号［器種［法批 形態の特徴 I 手法の特徴 I 備 考

位80劣 床

34 I台付甕 ロ径（11.4) 丸い胴部から外反する口縁 ロ縁横撫で後、外面胴上半 胎上：微A多十E+F+G

土師器胴径(12.9) に至る。口縁は肥厚する。 右→左への、胴下位上→下 焼成： 4 色調： 2.5 YR  

現高 9 5 への箆削り。内面箆撫で。 3/6暗赤褐 残存： 30劣

床

35 I台付甕 ロ径（12.5)丸い胴部からコの字状口縁 ロ縁2段の横撫での後、胴 胎土：微A+E+F+G

土師器胴径（12.9)へ移る。口縁は肥厚する。 部上位右→左へ、下位上→ 焼成： 4 色調： 2.5 YR  

煤付滸する。 下へ箆削り。内面箆撫で。 6/4にぶい橙 残存 ：20%

36 I台付甕 ロ径 13 1 胴は脚部へ窄まるとともに ロ縁には粘土接合痕が見ら 胎土：微A多十E+F 焼

土師器胴部 14.4 コの字状口縁に移る。口唇 れる。口縁部 2段の横撫で 成： 4 色調： 2.5Y R6/2 

現高 14 2 部は短かいつくりである。 後、胴部上位右→左へ、下 灰赤残存： 60形

位は下→上の甕削り。

37 I 痙 ロ径（13.3) 丸い胴からくの字状に屈曲 ロ縁横撫での後、胴上位右 胎土：微A多十E+F+G

土師器胴径（14.8)する肥厚する口縁に至る。 →左への箆削り。胴中位以 +H 焼成： 2 色調： 5 

二次加熱のため表面荒れ 下は下→上への箆削り。内 YR 6/6橙残存： 49%

る。 面は右→左へ箆撫で。

38 I 甕 ロ径 18.0 丸い胴から口唇の長いコの ロ縁横撫での後、胴上位右 胎土：微A多＋ F+F+G

土師器胴径 20.2字状口縁に至る。 →左へ箆削り。内面右→左 焼成： 3 色調： 2.5YR 

ヘ箆撫で。 6/2灰赤 残存： 50%

‘'~、

34H¼ 

I .jOH4 

37H-J-

□ ¥ 
35H¼ 

゜
10cm 

9 3 

38H¾ 

第126図第77号住居跡出土遺物(3)

第78号住居跡（第127図）

2ーチ区に位置し、土坑群に近接する。規模は3.43X 3. 3m、深さは0.24mを測る。形態は正方形

で、主軸はN-22°30'-W、床標高は71.33mである。
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鼈は北壁備か右寄りにあり、長さ1.05 X幅0.7mで、側壁には石が使われ、天井石に使われた横長

の石が落下している。柱穴は各隅に見られるが、南東隅だけは西側へ寄り、いずれも浅い。

住居跡の覆土の主体は砂質の灰褐色土で、壁際では砂質の黒褐色土である。

遺物は鼈内から坪（1）が、寵左脇から高台付坪（6）が、左から甕⑪が出土する。他にピット中から杯

(2)・(5)が、覆土から高台付坪(3)・(4)、土師器甕（8)・(9)が出土する。甕が第75号住居跡⑮と接合す

る。

第78号住居跡出土遺物 （第128図）

番号犀叫法

1 杯口径

須恵器底径

器高

量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

12.9小さな底部から外反し、体 右回転撫で。底部右回転ま胎土： B+C少 焼成： 5 

5.2部中位で内彎して再び口縁 わし糸切り。 末野産色調： 5B 4/1暗青灰残

4. 0で大きく外反する。口唇は 3 • 5 • 6は同一形態で、 存： 100％ 鼈

玉緑状となる。 胎土も同じ。
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第127図第78号住居跡
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I I 

盤 形態の 特徴
I 
手法の特徴

I 
備 考番号1器種i法

2 杯 ロ径 12 2 平底から外傾する体部へ移 右回転撫で 3周。底部右回 胎土： 0.6以下B+C+D

須恵器底径 6 3 行する。器高の低い厚手の 転まわし糸切り。二次加熱 多焼成： 2 色調： 5Y

器高 2.8 杯である。 のためか荒れる。 末野産 R 5/6明赤褐残存： 90%

3高台付 ロ径（14.0) 高台は低くハの字状に開 右回転撫で。底部右回転糸 胎土： 0.5以下B+C+D

杯 高台径 く。口唇部は大きく外反す 切り。高台張りつけ後、内 +E 焼成： 5 色調： 10

須恵器 (6. 3) る。 外を回転撫で。 末野産 YR  6/1褐灰残存： 30形

器高 5.0 覆土

口 ロロ
＼口|_4Jロニ／
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-- -―•一

----- • - ---.  

- - -- - ---←  
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-- --------

5 

~
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第128図 第78号住居跡出土遺物

-174-



番号：器種1法 量 1 形態の特徴 I 手法の特徴 1 備 考

41高台付口径（14.1)丸い体部から、大きく外反 右回転撫で。摩滅著しい。 胎土： 0.2以下B+C+E

杯 する口縁に至る。口唇は肥 口縁に黒色で光沢を持つも焼成： 2 色調： 7.5 YR  

須恵器 厚する。 のが付着する。 末野産 7/4にぶい橙残存： 20%

覆士

5 I高台付口径 13.4高台はハの字状に開き、太 右回転撫で4周。底部右回胎土： B+C少焼成： 4 

坪 高台径 7.3い。端部は窪み、外傾す転糸切り。中央が焼け歪み色調： 5Y 7/1灰白残存

須恵器器高 5.3 る。 亀裂が入る。 末野産 ：95% 

6 I高台付口径 14.1高台は低く端面は 内傾す 右回転撫で 3周。底部右回胎土： B+C少焼成： 3 

杯 高台径 6.2 る。口唇は反り返る。 転糸切り。 末野産色調： 2.5Y6/1黄灰残存

器高 5. 41 I l9o% 胎土分析No.12 床

7 I 皿 口径 14.4平底から外傾して口唇は大 右回転撫で。底部右回転糸胎土： B+C少焼成： 2 

須恵器底径 5. 1きく外反する。 切り。摩滅顕著。 末野産色調： 5Y 7/1灰白 残存

器高 2.71 I I : 100劣 覆土

81甕 口径（14.9)丸い胴部から、外反するロ ロ緑横撫での後、胴部上位胎土：微A多十E+F+G

土師器胴径（15.8)緑に至る。口縁は肥厚す 右→左への箆削り。胴下位＋H 焼成： 3 色調： 5 

る。 は下→上へ箆削りする。内 YR6/6橙残存： 25%

面は右→左への箆撫で。 覆土

91 甕 口径（17.8) コの字状口縁で、口唇が外 1口縁横撫で 2段の後、胴上胎士：微A多十E+F 焼

土師器 傾する。 位は右→左への箆削り。内成： 4 色調： 5YR  6/8 

面は右→左への箆撫で。 橙残存： 25% 覆土

10 I 鹿 口径 20. 2 コの字状口縁で、口唇は外

土師器胴径 23.0傾する。

ロ縁横撫で2段の後、胴上

位は右→左へ箆削りする。

下位は上→下へ箆削りす

る。内面は箆撫で。

胎土：微A多十E+F+G

+H  焼成： 4 色調： 7.5 

YR  7/4にぶい橙残存 ：

80% 

11 I 甕 底径 13.9平底から内彎気味に立ち上 右回転撫で。体部最下位右胎土： 0.8以下B+C+D

須恵器 がる体部へ至る。 →左へ箆削り。 末野産＋E 焼成： 5 色調 ：N 

4/0灰残存：底部 床

第79号住居跡（第129図）

29ーミ区に位置する。規模は4.11X3. 56mで、深さは0.38mを測る。形態は饉かに隅丸の長方形

である。主軸はN-73°-Eで、床標高は74.67mである。

鼈は東壁右寄りにあり、焚口は浅い窪みとなる。長さ1.ox幅0.8mで焚口は浅い窪み となる。中

央には多量の鉄滓が堆積し、中でも 3ケ所特に赤錆の出た範囲があった。床には多くの掘り込みが

あるが、いずれも洩い。特に寵の右側南東隅からは、多くの遺物が出土する。

鼈から土師器甕（8）が、南東隅掘り込みから杯（1)• (2)・（4)、鉄滓付着杯（3)、高台付塊(7)の他、床か

ら坪(5)、土師器甕（9)~ol)が出土する。鉄滓は95ogある。
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第79号住居跡出土遺物（第130図）

番号1器種1法星 1 形態の特徴 I 手法の特徴 1 備 考

1 I杯 口径 13. 0平底から丸味を持つ体部に 右回転撫で 8周。底部右回 1胎土： 0.6以下B+C+D
須恵器底径 6. 1移り、口唇は外反する。口 転離し糸切 り。 末野産 |+E多焼成： 5 色調：

器高 3.3唇内側に浅い沈線を持つ。 f 5 Y 5/1灰残存： 60%

床

2 1 杯 口径 12.61口唇部は外反し、丸い。 右回転撫で6周。底部右回胎土： 0．5以下B+C+D

須恵器底径 6. 7 転離し糸切り。 末野産＋E多焼成： 3 色調：

器高 3.oi 5Y5/1灰残存： 95劣

床
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番号器種法 量： 形態の特徴 | 手法の特徴 I 備 考

3 杯 ロ径 13.0 体部は丸く、口唇は外反す 右回転撫で 8周。底部右回 胎土： 0.6以下B+C+D

須恵器底径 6. 1 る。内外面に鉄滓付着。 転糸引き切り。 末野産 焼成 ：5 色調： N4/0灰

器高 3. 5 残存： 90形

4 杯 ロ径（14.0)体部は深くやや丸味を持 右回転撫で 6周。底部右回 胎土： 0.2以下のB+C

須恵器底径（ 7.0) ち、口唇で短かく外反す 転糸引き切り。 末野産 焼成： 5 色調： N4/0灰

器高(4.7) る。 残存： 20形 床

5 杯 底径 6. 5 底部と比べ体部は薄作り。 右回転撫で。底部右回転ま 胎土： B+E+H 焼成：

須恵器 わし糸切り。 末野産 2 色調 ：lOYR 7/2にぶ

い黄橙残存： 50% 床
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番号1器種法 最 1 形態の 特徴 I 手法の特徴 I 備 考

6 I 杯 底径（ 7.8)やや大き目の底部である。 右回転撫で。底部右回転糸胎土： B+E多焼成： 5 

須恵器 糸目が太い。 切り後、周辺箆削り。 色調 ：N4/0灰残存 ：底

末野産部20% 床

71高台付口径 14.9高台は高く、同一の厚さで 右回転撫で7周。底部右回胎土： 1.0以下B+C+D

坑 高台径 8.0作られる。体部は深く、口 転離し糸切り。高台内外回＋E+金H 焼成： 5 色

須恵器器高 6.4唇は僅かに外反する。 転撫で。 末野産調： N4/0灰残存 ：80%

床

8 I 甕 底径 4.0胴最下位は丸味を持ち立ち 胴外面上→下箆削り。底部胎土：微A多十B+C+F

土師器 上がる。 は一方向の箆削 り。内面は 十G+H 焼成： 4 色調

右→左への箆撫で。 ：5 YR 6/4にぶい橙残

存：底部のみ 鼈

91 甕 口径（19.9)口緑は大きく外反して作ら 口縁部横撫で後、胴部右→胎土 ：微A多十E+F+G

土師器 れるが薄い。 左へ削る。 ＋H 焼成： 2 色調： 5 

YR  7/4にぶい橙 残存 ：

ロ縁25飴 床

10 I 甕 口径（19.9)口縁はコの字状口縁で、ロ ロ縁部横撫での後、胴部を胎土：微A多十E+F+G

土師器 唇は大きく外反する。 右→左へ箆削り。内面は右焼成： 2 色調 ：2.5 YR  

→左への箆撫で。 6/6橙残存：口縁15飴

床

11 I 甕 口径（19.6) 口縁はコの字状口縁で、ロ ロ縁2段の横撫での後、胴胎土 ：微A多＋D+E+F

土師器 唇部は外傾する。 部箆削り。 焼成： 1 色調： 5Y R7/6 

橙残存：口縁20% 床

第80号住居跡（第131図）

28ーマ区に位置する。規模は2.99 X 2. 81mで、 深さは0.12mを測る。 形態は正方形で、主軸はN

-77°-E、床標高は74.9lmである。寵は東壁右寄 りにあり、長さQ.8X幅0.65mを測る。南壁と東

壁の大部分が破壊される。遺物は寵から土師器の甕(2)が出土する。

第80号住居跡出土遺物（第132図）

番号器種法 量： 形態の特徴 I 手法の特徴 | 備 考

1 甕 頸部径 肩部から屈曲して口縁に移 右回転撫で。 末野産 胎土： B+C 焼成： 5 

須恵器 (21. 0) 行する。 色調： N5/0灰残存： 13

形 土坑

2 甕 ロ径(20.3) コの字状口縁。 ロ縁は横撫で。 胎土：微A多十E+F+G

土師器 焼成： 3 色調： 2.5Y6/6 

明黄褐残存 ：8% 鼈
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第132図 第80号住居跡出土遺物

第81号住居跡 （第133図）

27ーミ区に位置し、規模は3.83 X4. 87m、深さ 0.23m を測る。形態は長方形で主軸はN-71°—

Eで、床標高74.70mを測る。

鼈は東壁右寄りにあり、長さ1.9 X幅0.8mの大形鼈で、煙道は緩やかに立ち上がる。床はほぽ全

周に幅0.2mの壁溝が巡り、壁は垂直に立ち上がる。南東隅に径0.9m、深さ0.5mの貯蔵穴が見られ

る。 この中には焼土が入っていた。また焼土が中央と北西隅に見られ、鉄滓が中央南西に散布して

いた。いくつかのピットが見られるが、柱穴と認定できるものはない。

遺物は、鼈から杯（1）と甕uo)、土師器甕Q.l)・ U3)が、覆土から杯（3)、蓋(4）、高台付塊（6)、甕（7）・ (9)、

土師器甕⑫、鉄釘Q.4)が出土する。 鉄滓は56ogである。
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第81号住居跡出土遺物 （第134図）

番号1器種l法

1 杯 口径

須恵器底径

器高

量 1 形態の特徴 手法の特徴 備 考

12. 8平底から丸い体部を経て外 右回転撫で 5周。底部右回胎土： 0.9以下B+C+E

6.5反する口縁に至る。 転離し糸切り。 末野産焼成： 5 色調 ：7.5Y5/1 

3.8 灰残存 ：70% 鼈
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番号器種法墓 1 形態の 特 徴 手法の特徴 備 考

2 I杯 底径 6.0平底から外傾する体部へ移 右回転撫で。底部右回転離胎土： 0.6以下B+C 焼
須恵器 る。 し糸切り。 末野産成： 5 色調： 2.5YR7/1

明赤灰残存：底部のみ

3 I 坪 底径 6.0体部へは丸味を持って移行 右回転撫で。底部右回転離胎土： 0.3以下B+C 焼

須恵器 する。 し糸切り。 末野産成： 2 色調： 5Y 7/1灰

白残存：底部のみ覆土

4 I 蓋 口径 15.8口届部は垂直に垂れ、三角 右回転撫で 6周。内外面摩胎土 ：B+C+E+H 焼

須恵器 形となる。 滅する。 末野産成： 1 色調： 2.5Y7/2灰

黄残存： 12% 覆土

5 I高台付口径（15.5)高台はハの字状に開き、端 右回転撫で 7周。底部右回胎土： B+C+D+E+H

椀 高台径 面は水平になる。 転糸切り。高台内外回転撫焼成： 2 色調： 7.5YR 

(8.3) で。 末野産 6/Hこぶい橙 残存： 20%

器高 6.3 覆土

6 I高台付1高台径 高台はハの字状に大きく開 1右回転撫で。

椀 （9. 0) き、端部が薄くなる。

末野産 1胎土： B+C+D+E+H

焼成： 1 色調： 5Y R5/8 

明赤褐残存： 45% 覆土

71 甕 底径（15.0)平底から外傾する体部に至 右回転撫で。底部箆削り。 胎土： 0.9以下B+C 焼

須恵器 る。 内外面木口撫で。 末野産成： 5 色調： N4/0灰

8 I 壺 胴径 18.2高台は外に開き、端面内側

須恵器高台径 8.6は中央に向い突き出す。胴

部は倒卵形になる。

残存： 27% 覆土

右回転撫で。底部右回転糸胎土： 0.5以下B+C多

切り。胴部下位は回転箆削焼成： 5 色調： 7.5 YR  

り。高台付着後回転撫で。 2/1黒 残存 ：50% 覆土

末野産

91甕 頸部径15.4肩部は緩やかに窄まり頸部 右回転撫で。内面に指頭痕胎土： 0.7以下B+C 焼

須恵器 へ至る。 明瞭。 末野産成： 5 色調： 5PB 4/1 

暗青灰残存： 25% 覆土

10 I 鉢 口径（25.5) 口縁は強く外反し、口唇は 粘土帯積み上げ右回転撫胎土： 1.0以下B+C+E

須恵器胴部(23.2)上方に延びる。内側は摩滅 で。内面に火捧痕あり。 焼成： 5 色調： 5Y 6/1 

する。 末野産灰残存 ：20％ 鼈

11 I 甕 口径 19.5 口緑はコの字状口縁に近 口縁は 2段の横撫での後、 胎土：微A多十E+F+G

土師器胴径 20.7 く、口唇内側には窪みを巡 胴部上位を右→左へ箆削り焼成： 3 色調 ：2.5 YR 

らす。二次加熱で荒れる。 する。内面は右→左への箆 5/8明赤褐 残存： 70%

撫で。 鼈

12 I 甕 底径 3. 7平底から外傾する胴部へ移 外面底部上→下への箆削胎土：微A多十E+F+G

土師器 行する。 り。底部も同じく箆削り。 焼成： 4 色調： 2.5 YR  

内面右→左への箆撫で。 5/8明赤褐 残存：底

覆土
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番号1器種l法 謙 I形態の特徴 I 手法の特徴 I 備 考

13 甕 ロ径（22.4)直立するコの字状口縁で、 ロ縁 2段の横撫での後、胴 胎土：微A多十E+F+G

土師器 大形である。薄手。 部右→左へ箆削り。内面右 焼成： 4 色調： 5YR6/8 

→左へ箆撫で。 橙残存： 23% 鼈

14 棒状鉄全長 8. 1 一端が細くなり尖るが断面 鍛造。 重量： 8.499 覆土

製品 幅 1. 0 やや長方形。他方は平らな

つくりである。

第82号住居跡（第135図）

26ーマ区に位置する。

規模は3.05 m x 3. 22 mで、深さはO.llmである。形態は正方形で、主軸はN-1°-E、床標高

は74.87mである。

鼈は北壁中央にあり、長さ1.25 X幅0.75m、袖には河原石が使われている。

床面の寵前方には 5ケ所に鉄滓の分布が見られる。壁は東と南が破壊され、柱穴は未確認。

遺物は寵脇から杯（1)、土坑の底から蓋（2)、覆土から甕（3）が出土した。
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第82号住居跡出土遺物（第136図）

番号i器種1法 量 形態の特徴 | 手法の特徴 備 考

1 杯口径 13.0焼け歪み、やや上げ底で、 右回転撫で 9周。底部右回 胎土：白A少焼成： 4 

須恵器底径 6 3 ロ唇は外反する。底部中央 転まわし糸切り。多孔質。 色調： 5B 3/1暗青灰残

器高 4.9 は、 1. 3cmと厚い。 南比企産 存： 90% 鼈脇

2 芸皿 ロ径（17.0) 口唇は屈曲し下方へ垂れ下 右回転撫で。二次加熱のた 胎土： 0.5以下B+C+D

須恵器 がる。口唇内側には沈線が め表面が荒れる。 末野産 +E 焼成： 1 色調： 7.5 

巡る。 YR 7/4にぶい橙残存：

15% 土坑床面

3 甕 底径（15.6)平底から外傾する胴部へ移 粘土帯積み上げ後、右回転 胎土： 0.6以下B+D+E

須恵器 行する。 撫で。底部外面は一方向箆 焼成： 5 色調： 5B 3/1 

削り。 末野産 暗青灰残存： 20％裂土

「三三ーニ 二
2
 

3
 

／
ー
グ
／
士

゜
10cm 

1.3 
1:4 

第136図第82号住居跡出土遺物

第83号住居跡（第137図）

26ーム区に位置する。規模は3.82X 4. 51 m、深さは0.3mを測る。形態は長方形で、主軸はN-

74°-Eで、床標高は74.55mである。

寵は東壁中央にあり、長さ0.9X幅0.6mを測る。焚口袖に河原石が使われ、煙道は傾斜を持って

直線的に立ち上がる。

床の寵前方に径1.3 m、深さ0.25mの掘り込みがあるが、付属施設か不明である。南東隅には貯

蔵穴と考えられる楕円形の落ち込みがある。北壁、西壁、南壁の一部に、幅 0.2mの壁溝が巡る。

床にはいくつかのピットが見られるが、柱穴と認定できるものはない。

遺物は鼈内から土師器甕(13)・(14)が、南東ピット周辺から坪（1)、高台付塊（8)、甕⑪、土師器甕⑫、

土師器台付甕(16)が、ピット内から灰釉瓶(10)が、床面から紡錘車(17)などが出土している。覆土からは

鉄滓付着の高台付塊（6）が出土する。鉄滓は845gと羽口片も出土する。
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第83号住居跡出土遺物 （第138図）

番号犀叫法 景 l形態の特徴
1 杯 口径 13.3 口唇は肥厚する。

須恵器底径 6.0 

器高 3.9 

31 ~言~ ii 
召

E
O
dd
N叶
i

I手法の特徴 l 備 考

右回転撫で。底部右回転ま 胎土：白微A+B+E多

わし糸切り。 末野産焼成： 1 色調： 2.5 YR  

7/2明赤灰 残存： 80鈴

床
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番号1器創法抵 形態の特徴 手法の特徴 I 備 考

2 I杯 口径（12.4)底部はやや上げ底で、口唇 右回転撫で。底部右回転ま胎土： 0.3以下B+C+D

須恵器底径（ 6.1)部は大きく外反する。 わし糸切り。 末野産＋E 焼成 ：2 色調： N 

器高 3. 21 I 13/o暗灰 残存： 40形

3 I 杯 口径（13.0)底部周辺に粘土のまくれが 右回転撫で 7周。底部右回胎土： B+C+E 焼成：

須恵器底径（ 6.4)ある。口唇部は大きく外反 転糸切り。 末野産 5 色調： N3/0暗灰残

器高 4.2する。 存： 40%

41 杯 1口径(12.2)底部は上げ底で、口唇は外 右回転撫で。底部右回転離胎土： o.;以下B+c+D

須恵器底径（ 6.0)反する。 し糸切り。 末野産＋E多焼成： 2 色調 ：

器高 3.01 I l7.5Y4/2灰オリーブ残存

: 30% 覆土

5 I 杯 1口径（13.5)底部から指差し込み部で外 右回転撫で 4周。底部右回胎土： B＋D+E多焼成

須恵器底径（ 6.3)反して、口縁でも外反す 転離し糸切り。 末野産 ： 3 色調： 7.5Y5/2灰オ

器高 3.4 る。 リーブ残存： 25%

覆土

6 I高台付口径（14.6)高台はハの字状に開き、端
椀 高台径 7.2部は丸くなる。口唇は大き

須恵器器高 5.4 く外反する扁乎な椀。器面

に鉄滓が付着する。

71高台付高台径 高台はハの字状に大きく開

椀 （8. 0)き、端面に窪みが入る精緻

須恵器現高 5.2なつくりである。体部は腰

があり内彎して立ち上が

る。

81高台付口径 18.3高台は薄く、端部は水平

椀 高台径 8.9で、体部は深く、口唇は外

須恵器器高 10. 3反する。体部は薄く、観轄

目が横走する。

右回転撫で 6周。底部右回胎土： 0.3以下B+C+E

転離し糸切り。 末野産多焼成： 3 色調： 7.5 

YR  5/1褐灰残存： 35形

覆土

右回転撫で10周。底部右回胎土： B+E多焼成： 5 

転糸切り。高台張りつけ後色調： N4/0灰残存： 40

特に外側を強く回転撫でを形

行なう。

右回転撫で12周。底部右回胎土： 0.2以下A+D+E

転糸切り。高台張りつけ後多焼成： 1 色調： lOY

内外を撫でる。 末野産 R8/3浅黄橙残存： 50形

胎土分析No.6 床

91 皿 口径（16.2)底径は小さく、口唇は反り 右回転揺紅え底部右回転糸胎土： 0.3以下B+C+D

須恵器底径（ 4.9)返える、やや厚手のつくり 切り。 末野産＋E 焼成： 3 色調： 5 

器高 2. 3である。 Y 5/2灰オリーブ残存：

20% 

10 I 瓶 頸部径 1肩が張り頸部付近で水乎に 右回転撫で。肩に緑色釉が胎土：黒微A+B+c均質

灰釉 (6. 0)なる。 掛かる。 猿投産焼成： 5 色調： lOYR5/3 

にぶい黄褐残存：肩部25

％ ピット

11 I 甕 口径 25.31口縁はくの字状に延び、口 粘土帯積み上げ。右回転撫胎土： 0．8以下B+C+E

須恵器 唇部で上下に突き出す。端で口縁部 7周。 末野産多焼成： 5 色調： N3/0

面と上面に窪みをつくる。 暗灰残存：口縁90%

床
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番号1器種法拭 1 形態の特徴 手法の特徴 備 考

12 I 甕 口径 20. 1直立するコの字状口縁で、 口縁2段の横撫での後、口 胎上：微A多十B+F+H

土師器胴部 21. 3口唇部は外反し、端部がつ 唇部横撫で。胴部は右→左焼成 ：3 色調： 5Y 6/4 

まみ出され薄くなる。 への削りが主体。内面は右にぶい橙残存：口縁90鈴

→左への箆撫で後、口縁横 床

撫で。

13 I 甍 口径（19.0)直立するコの字状口縁で、 口縁2段の横撫での後、ロ

土師器 口唇は外反するがやや短か届部に横撫でする。胴部は

い。 右→左への箆削り。

14 I 鹿 底径 4. 5平底から僅かな丸味を持っ 胴部外面は上→下の箆削

土師器 て外傾する胴部に至る。 り。内面は右→左への箆撫

で。

胎土：微A多十 E+F+G

多焼成： 4 色調： 7.5

YR 6/4にぶい橙残存：

ロ縁20形 鼈

胎土：微A多＋ F+金H

焼成： 3 色調： 5YR5/6 

明赤褐残存：胴下位60%

床・鼈・覆土

15 I 甕 底径 4.3平底から外傾する胴部へ移 胴部外面は上→下の箆削胎土：微A多十 F+H 焼

土師器 行する。 り。内面は右→下への箆撫成： 3 色調： 2.5Y R5/8 

で。 明赤褐残存：底部のみ

16 I台付甕脚径 8.41脚台部はハの字状に大きく 底部内面と脚部天井部は右胎土：微A多十 F+G+H

開く。脚端部内側は、僅か 回りの箆撫でを行なう。脚焼成： 3 色調： 2.5 YR  

に窪む。 裾部は横撫で。 6/6橙 残存：脚のみ

床

17 I紡錘車外径

石製品厚さ

孔径

3.85上面は僅か丸味を持ち、側 上面は不定方向、下面は周重最： 13.819 

1.1面は垂直である。下面は弧 縁に沿って、側面は横位の疑灰質砂岩

0. 7を描くように丸くつくられ 擦りが施される。孔部に斜残存： 70%

る。孔部は両面側がやや太 行する擦れが見られる。

くなり、上面は受口状にな

る。

床

第84号住居跡（第139図）

26ーム区に位置 し、規模は4.05 X4. 89mで、深さは0.38mである。形態は長方形で、主軸はN-

78°-E、床標高は74.72mである。

寵は東壁右寄りで、長さ0.5x幅0.5mを測る。煙道は傾斜を持って立ち上がる。

床は鼈の左側の東壁を不整形ピットが切る。西壁付近に深さ0.2mのビットが存在するが、柱穴は

ない。

出土遺物は床面から胚（1)・（2)、皿（6)、高台付塊（3)・（5)、土師器甕（s)• (9) • M)の他、鼈左ピットか

ら中世的な鉢⑫と釘Ql)が出土する。鉄付着土器は 4点で、鉄滓は27og、 羽口片3点が出土する。
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第139図 第84号住居跡

第84号住居跡出土遺物 （第140図）

番号！器種法 景 1 形態の特仰』

I心（9り A、1呼部は丸く 。
ように反り、玉緑状にな

〇

台は大きく外に張る薄い

りで、端面が外傾す

手法の特徴

右回転撫で 6周。底部右回 胎土： 0.8以下B+C 焼

転まわし糸切り。 末野産成： 5 色調 ：5PB 4/1 

暗青灰残存： 40形 床

右回転撫で。底部右回転糸胎土： 0.8以下B+C+E

切り。高台張りつけ後、内焼成： 4 色調： lOYR6/1 

備
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番号［器種法星 形態の特徴 手法の特徴 I 備 考

須恵器 る。 外回転撫で。 末野産 I褐灰残存：底部完 床

3 I高台付高台径 7.5高台はあまり開かず、端面 右回転撫で。底部右回転糸胎土： 0.9以下B+C+E

椀 は内傾する。 内面荒れて整切り。高台張りつけ後、 内 ＋黒H 焼成： 2 色調：

須恵器 形不明瞭。 外回転撫で。 末野産 lOR6/4にぶい黄橙残存

：高台 100飴 床

41高台付高台径 7.5高台はあまり開かず、端面 右回転撫で。底部右回転糸胎土 ：0.4以下B+C+E

坑 は僅かに外傾する。 切り。高台張りつけ後、内 ＋H 焼成： 2 色調： 10

須恵器 外回転撫で。 末野産 R7/3にぶい黄橙残存：

45% 

5 I高台付

椀

須恵器

高台はやや大きく 8cm近 I右回転撫で。

し‘o

末野産 I胎土： B+C+D+E 焼
成 ：1 色調： 2.5Y7/3浅

黄残存 ：底部80% 床

6 I 皿 口径 14.0やや上げ底で、 口唇は反 り 右回転撫で 6周。底部右回胎土 ：0.3以下B+C 焼

須恵器底径 5.9反えり、玉緑となる。焼け 転まわし糸切り。 末野産成： 5 色調： N3/0暗灰

器高 2.2歪む。饒輯目明瞭。 残存 ：70形 床

71皿 口径（14.3) 口唇は大きく外反し、玉縁 右回転撫で 5周。底部右回胎土： 0.5以下B+C 焼

須恵器底径（ 7.0)状となる。 転糸切り。 末野産成： 5 色調： 2.5Y6/2灰

器高 2.2 黄残存： 20形

8 I甕 口径（13.2)I口縁は直立するコの字状ロ ロ縁2段の横撫での後、胴胎土：微A多十E+F+H
土師器胴径（15.6)縁で、口縁下部が肥厚す 上位右→左への箆削り、下 焼成： 3 色調： 5YR6/6

る。 位上→下への箆削り。内面橙残存： 70% 床

は右→左への箆撫で。

91 甕 底径 4.6底部は僅かに丸味を持つ。 胴部外面は上→下への箆削胎土 ：微A多＋D+E+F

土師器 I Iり。内面は箆撫で。底部外 ＋G 焼成 ：4 色調： 5 
面は一方向の箆削り。 YR 6/4にぶい橙残存：

底部 100% 床

10 I 甕 口径（23.1)やや外傾するコの字状 ロ ロ縁外面に粘土接合痕あ胎土：微A多十E+F+G

土師器 縁。 り。口縁上下2段の横撫で焼成： 4 色調： 5YR6/6 

の後、胴部外面右→左への橙残存： 40% 床

箆削り。 内面右→左へ箆撫

で。

11 I 釘 現長 7. 5頭部は折り反えされる角釘 I鍛造。

鉄製品頭幅 1. 45で、扁平である。先端は角

がとれて丸くなるが、旧態

を呈するか不明である。

重籠： 14.799 

篭脇ヒ°ット

12 I 鉢 口径（25.6)平底から外反気味に立ち上 外面には指頭痕が明瞭。 下 胎土： 0.6以下B+C+D

須恵器底径（ 8.0)がり外傾する体部を経て、 位は木口撫でを行なう。口 ＋E 焼成 ：3 色調：表

器高 11. 1玉縁状となる口唇に至る。 縁は横撫でし、内面は指頭面 5Y4/1灰、器肉2.5YR
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番号：器 種法 星 1 形態の特徴 手法の特徴 I
ロ唇は内側に折り返えす。 で撫でられる。形態は中世 5/6明赤褐

内面中央は使用により擦り 的であるが、土は羽釜に類

減って器肉の色が出る。 似している。 末野産

備

残存： 20劣

鼈脇ビッ ト
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第85号住居跡（第141図）

25ーム区に位置する。第86号住居跡に近接する。規模は2.43 X3. 76m、深さ0.28mを測る。形態

は不整長方形で、主軸はN-87°-E、床標高は74.89mである。

床はいくつかのピットによって破壊される。南壁中央には深さ0.45mのピットが壁を切る。中央

西壁寄りに柱穴らしきものがあるが不明である。

遺物は床面から杯(3)• M)、甕⑪ •U4)が、東ピットから杯(2)、土師器(6)が出土する。他に鉄滓付着

土師器坪(5)もある。鉄滓は1309で、羽口片も出土する。

第85号住居跡出土遺物（第142図）

番号器種l法羅 形態の特徴
1 I杯 口径 13.1体部は外傾し、口唇はあま
須恵器底径 6. 5 り外反せず玉縁をつくる。

器高 3.8底部擦り減る。

2 I杯 口径（12.5)体部上位で外方へ屈曲す
須恵器底径（ 6.2)る。

器商 3. 7 

底径（ 4.6)小さな底部から丸い体部へ

移行する。 I切り。

手法の特徴 備

右回転撫で 4周。底部右回胎土： 0.8以下B+C+D

転糸切り。 末野産焼成： 5 色調： 10YR7/1

灰白残存： 70% 覆土

右回転撫で 6周。底部右回胎土： 0.5以下B+C 焼

転離し糸切り。 末野産成： 5 色調： N5/0灰

残存： 30% 東ビット

右回転撫で。底部右回転糸 1胎土： 0．3以下B+c 焼

末野産成： 5 色調： N4/0灰
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番号1器種法塁 形態の特徴 手法の特徴 I 備 考

残存 ：40% 床

4 I 杯 底径（ 7.6)体部は外傾し、饒輯目明 右回転撫で。底部右回転離胎土 ：0.4以下B+C+D

須恵器 瞭。 し糸切り。 末野産＋ E 焼成： 4 色調： 2.5 

Y 5/1黄灰残存： 30%

5 I坪 口径（12.5)洩い丸底から屈曲して外傾 口唇部と内面屈曲部に横撫胎土：微A多＋ F+G 焼

土師器現高 3.5する体部を経て、内側に窪 で。外面底部は不定方向箆成： 3 色調： 5YR7/4

みを入れる口唇に至る。内 削り。削りは一部体部までにぶい橙残存 ：35形

面に鉄滓が付着する。 至る。

6 I杯 口径（12.3)1 5とほぼ同形態であるが、 口縁と内面は横撫で。底部胎土：微A多＋ F+G 焼

士師器現高 3. 2口唇には沈線がない。 は箆削りで、体部は右→左成： 4 色調： 5YR 6/6 

への木口撫で。 橙残存 ：18劣東ビッ ト

71高台付高台径 高台は外方にハの字状に張 右回転撫で。高台張りつけ胎土： 0.5以下B+C+D

椀 (8. 2) り内し、端部は内傾する。 後、内外回転握で。末野産 ＋E 焼成； 1 色調 ：2.5 

須恵器 Y 7/3洩黄残存 ：27%

覆士

8 I高台付高台径 高台はハの字状に大きく張 右回転撫で。高台張 りつけ胎土： 0.8以下B+C+D

椀 （8. 1) り、端部が厚く端面は沈線 後、内外回転搬で。末野産焼成 ：5 色調： N4/0灰

須恵器 を巡らせ外傾する。 残存： 25%

91蓋 口径 16.0天井部は丸く、口縁部は丸 右回転撫で4周。摩滅によ

須恵器器高 2.6 ＜折り返えされ、内側に沈 って整形痕不明瞭。末野産

線を巡らす。

胎土： 0.9以下B+C+D

+E 焼成 ：1 色調： 7.5 

YR  6/6橙残存 ：60飴

覆土

10 I 壺 1口径（19.8)口縁部は外反し、口唇部は 1右回転撫で。

須恵器 上方に尖り、内側に窪みを

持つ。端面には沈線が巡

る。

末野産 1胎土 ：0.3以下B+C+H

焼成 ：5 色調： N4/0灰

残存： 13% 床

11 I 壺 口径（18.6)1 10に類似するが薄い。端面 I右回転撫で。
須恵器 には沈線がない。

末野産 1胎土： 0.5以下B+C多

焼成 ：5 色調： 5B 5/1 

青灰残存 ：11%

床

12 I台付甕脚径（10.9)脚端部は下方に垂れ下 が 脚端部横撫で。底部外面上 胎土：微A多十E+F+G

土師器 る。 →下へ箆削り。 内面箆撫焼成 ：4 色調： 5YR6/6 

で。 橙残存 ：底80形

覆土

13 I 甕 口径（13.7)直立するコの字状口縁で、 口緑部は 3段の横撫でを、 胎土： 微A多十E+F+G
土師器 口唇は僅かに内彎する。厚胴部は右→左への箆削り。 ＋H 焼成： 4 色調 ：2.5 

手。 内面は右→左への箆撫で。 YR 6/6橙残存： 30%

-193-



番号1器種1法 彙 1 形態の特徴 I 手法の

14 甕 口径（27.0)大きく外反する口縁で、口 右回転撫で。

須恵器 唇は上下に丸く突き出す。

端面には窪みを巡らす。

特徴 備 考

末野産胎土： 0.3以下B+C 焼

成： 5 色調： 5PB 6/1 

青灰残存： 8% 床
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第142図第85号住居跡出土遺物

第86号住居跡（第143図）

25ーム区に位置し、第85号住居跡に近接する。規模は4.Ox 3. 3m、深さ0.26mを測る。形態は不

整長方形で、主軸はN-81°30'-E、床標高は74.64mである。

鼈は東壁中央にあり長さ1.2x幅0.55mで、焚口は深く、 煙道へ急傾斜で立ち上がる。床には15

cm大の石が数個見られる。床面南東隅に楕円形の貯蔵穴がある。貯蔵穴から西へ、壁に沿って諧が
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走る。柱穴は確認できなかった。

遺物は鼈内から杯（1)、土師器甕(5)が、鼈脇床面から高台付塊（2)、甕(4)が、床面から高台付塊(3)が

出土 した。

第86第住居跡出土遺物 （第144図）

番号［器種1法 批 形態の特徴 I 手法の特徴 I 備 考

1 杯 底径 6.2 やや上げ底で、体部は丸 右回転撫で。底部右回転糸 胎土： B+C+E 焼成 ：

須恵器 し‘o 切り。 末野産 4 色調： lOYR 6/1褐灰

残存： 55% 血叫

2高台付高台径 7.5 高台は端正で病く 、端部で 右回転撫で。底部右回転糸 胎土： 0.4以下B+C 焼

椀 広がり端面が水平になる。 切り。高台内面に火褥あ 成 ：3 色調 ：10YR 6/1 
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番号器種1法量 形態の特徴 手法の特徴 I 備 考

り。 末野産 I褐灰残存：底完鼈脇床

3 I高台付高台径 高台はハの字状に広がり、 右回転撫で。摩滅のため整胎土 ：0.6以下B+C+D

椀 （8.0)端面が摩滅のため丸くな 形不明。 末野産＋H 焼成： 1 色調： 2.5 

る。 Y 7/2灰黄残存： 27%

床

4 I 甕 底径（15.0)体部の厚さに比べ底部は薄 1右回転撫で。

須恵器I い。

末野産 I胎土 ：0.8以下B+C+D
+E+H 焼成： 1 色調

: 5 Y 7/1灰白残存： 25

飴 鼈脇床

5 I甕 口径(20.6)接合しないが鼈出土で、同 口縁2段の横撫での後、胴胎士： 微A多十E+F 焼

士師器底径 4. 2一個体と考えられる。口緑 部右→左へ、下位は上→下成： 4 色調： 2.5Y R5/6 

は直立するコの字状口縁 への箆削り。内面は右→左明赤褐残存： 30% 鼈

で、口唇は肥厚し外反す への箆撫で。

る。
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第144図第86号住居跡出土遺物

第87号住居跡（第145図）

23ーミ区に位置し、第93住居跡の上方につくられる。規模は5.26 X3. 74mで、 深さは0.18mであ

る。形態は不整正方形で、 主軸はN-75°30'-E、床標高は74.93mである。

鼈は東壁中央にあり、長さ1.2x幅0.85mである。床面の南東隅には浅い落ち込みがあ り、南半部

には多量の石が分布する。柱穴はない。

遺物は鼈内から甕(15)が、床面から杯（1)・(2)• (3) • (4) • (6)、塊（7)、高台付塊（8)・(9).(10).(ll)、皿⑫

•(13)、鉢(14)、土師器甕(16)、鎌(11)、不明鉄器(18)が出土する。(lo) ・(14).(15)は鉄滓が付着するが、(ll)は内

面に砂鉄が見られるため、砂鉄容器と考えられる。鉄滓は4.24kgと羽口が4片出土する。
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第87号住居跡出土遺物 （第146• 147図）

番号隣訓法 彙 1 形態の 特 徴 I 手法の特 徴 I 備 考

1 I 杯 口径 11.9体部中位から外反が始ま

須恵器底径 5.8る。指差し入れ痕明瞭であ

器高 3.3る。体部上位まで離した糸

が走り、糸目を残す。

6 I 杯 1底径 6. 71体部は丸味を持つ。
須恵器

右回転撫で。底部右回転離胎士： 0.3以下B+C+E

し糸切り。 末野産多焼成： 3 色調： N6/0

灰残存： 80 床

2 I 杯 I ロ径 12.5 体部は緩やかに丸味を持っ 右回転撫で 6周。底部右回 胎土： 0.7以下B+C+D

須恵器底径 6. 0 て立ち上がる。器肉の厚さ 転糸切 り。 末野産 +E 焼成： 1 色調： 5 

器高 3. 5 が不均ー。 Y 6/2灰オ リーブ残存 ：

90鈴 床

3 I 杯 ! ロ径 12 6 体部中位で屈曲し外反す 右回転撫で 8周。底部右回 胎土 ：0.5以下B+C+E
須恵器底径 5. 9 る。1と同様体部に糸切り 転離し糸切り。 末野産 焼成： 3 色調 ：2.5Y6/1 

器高 3.8 の際の糸目が残る。 黄灰残存： 50% 床

4 I 杯 ロ径 11.6 厚手で底部が広く、体部は 右回転憮で 3周。底部右回 胎土： 0.5以下B+C+D

須恵器底径 7. 1 あまり開かない。口唇部は 転糸切り後、周辺手持ち箆 +H 焼成： 1 色調： 10

器高 4.4 薄くなる。摩滅顕著。 削り。整形不明瞭。末野産 YR  7/4にぶい黄橙残存

: 50% 

5 I 杯 ロ径（13.6)平たくやや大振りである。 右回転撫で 4周。底部右回 胎土： B+C+E 焼成 ：

須恵器底径 6.5 ロ縁は外反する。 転糸切り。焼成悪く器面剥 2 色調： 5Y 6/1灰残

器高 3 4 離が著しい。 末野産 存： 60形 覆土

右回転撫で。底部右回転糸胎土： B+C+D+E 焼

前引き切り。 末野産成： 4 色調： 5Y 5/1灰

残存：底部100飴 床

7 I 椀 1口径(14.8)台耕地では椀は高台が付く 右回転撫で 6周。底部右回胎土： 0．4以下B+c多＋

須恵器底径（ 7.2)が、高台のない例。 口唇は 転糸切り。焼け歪み、 作 り I (le命＝2) 焼成 ：4 色

器高 6. 1外反し玉縁状に肥厚する。 が悪い。 南比企産調 ：lOY5/1灰残存： 40

形床

8 I高台付 口径 14.0高台はハの字状に大きく開

椀 高台径 7.8 き、端面は外傾する。体部

須恵器器高 6.0は直線的に外傾し、口唇で

外反する。鞘櫨目顕著。内

面使用により平滑となる。

91高台付 口径 14.ol sと類似する作りである。
椀 高台径 7.8

須恵器器高 6. 2 

右回転撫で 8周。底部右回

転離し糸切り。高台張りつ

け後、内外回転撫で。

末野産

右回転撫で 9周。底部右回

転離し糸切り。高台張りつ

け後、内外回転撫で。

末野産

胎土： 0.8以下B+C+D

+E多焼成： 5 色調 ：

N 5/0灰残存 ：80% 床

胎土 ：0.6以下B+C+E

焼成： 5 色調： 2.5Y5/2 

暗灰黄残存： 50% 床

10 I高台付 口径（15.5)高台はハの字状に開き、端 右回転撫で12周。底部右回胎土 ：0.6以下B+C+E

椀 高台径 8.3面に沈線を巡ら し内 傾す 転糸切り。高台張りつけ後多色調： N5/0灰残存

須恵器器高 7.8 る。体部は直線的に立ち上 内外回転撫で。 末野産 ：40% 

-198-



ロロニ／□□□□
2
 

3
 

□ ロ一三—-
4 5 

ローロ
r 

こ二＝／’

7
 

ーロニ―――.-―--—→一一
ロー＝ロニ

——• 
尺

8
 

-;, 1 ----・ :--:•一—←—_
ミーニ

12 

13 

O 10cm・ 
I 1 1 11 4 l1 3 

第146図 第87号住居跡出土遺物（1)
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番号1器種法量 形態の特徴 手法の特徴 l

I I I 

がる大振りの椀である。高

台内側に鉄滓付着する。

11 I高台付口径（15.3)高台が剥落する。口唇は僅

椀 底径 7. 8かに外反する。

須恵器現高 6.5 

12 I 皿 1口径 15.1i体部は直線的に開く。

須恵器底径 6.6 

器高 2. 1 

右回転撫で11周。底部右回

転まわし糸切り。高台張り

つけ後内外回転撫で。

末野産

備 考

胎土 ：0.6以下B+C+E

焼成： 5 色調 ：5Y 6/1 

灰残存：高台欠60% 床

右回転撫で14周。底部右回胎土 ：0.2以下B+C+E

転離し糸切り。 末野産焼成 ：5 色調： 2.5GY 

6/1灰オリーブ 残存 ：65

形床

13 I 皿 口径（16.3)第60号住居跡に類似形態の 右回転撫で 5周。底部右回胎土： 0.4以下B+C+D

須恵器底径（5.5)蓋が見られ、比較するに13 転糸切り後、天井部最上位焼成： 3 色調： 2.5Y7/2

器高 2. 6は口唇端部に窪みをつくる を削る。 末野産灰黄残存： 30形 覆土

が、口唇内側には身と合わ

せる段がないため 皿 とし

た。しかし蓋の可能性も残

る。

14 I鉢 底径（10.1)1体部は丸く内彎して立ち上 右回転撫で7周＋a。底部胎土： 1．1以下B+C+D
須恵器 がる。内面に鉄滓付着。 右回転糸切り。外面に火欅焼成： 5 色調： 7.5YR  

痕明瞭。 末野産？ 5/1褐灰 残存 ：30% 床

15 I 甕 底径（12.0)1体部は外傾して立ち上がる 右回転撫で 8周＋a。底部胎土： 0．6以下B+c 焼

須恵器 が上位で内彎する。外面に箆削り。体部下位回転箆削成 ：5 色調： N3/0暗灰

鉄滓付着。 り。 末野産残存 ：30飴 鼈

16 I 甕 頸部径 胴部から口縁へは緩やかに 二次加熱により内外摩滅著胎土： 微A多＋D+E+F

士師器 （16. 7)外反する。 しく整形不明瞭。 ＋G+H 焼成： 2 色調

: 7. 5Y R7/4にぶい橙残

存： 25飴床

17 I 鎌 身幅 2. 61 2片に折れ破損が著しい。 鍛造。反対側に長軸に沿っ 1重最 ：31.7g 床

鉄製品 厚さは基部の付近で 0.5虚て木目が付着する。

である。切先付近はやや曲

り丸くなるが、旧態を留め

ているか不明である。

18 1板状鉄現長 8. 2厚い板状であり、断面長方 1鍛造？。

製品 幅 3. 1形となるが、刃はない。 上

厚 0.85方が狭くなる。未製品の可

能性もある。

重麓： 80.77 9 床
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第147図第87号住居跡出土遣物(2)

第88号住居跡 （第148図）

22一メ区に位置し、第89号住居跡に近接する。規模は1.92 X 2. 5 m、 深さは0.22mである。形態

は不整方形で、主軸ぱN-89°-E、床標高は75.93mである。

寵は東壁中央にあり、長さ1.Q5m X幅0.7mである。床面南壁脇に楕円形の浅い掘り込みがある。

中央に僅か鉄滓が分布する。遺物は覆土中から杯（1)• (2)、鉄滓付着甕（4)、鉄滓59og、 羽口片。

第88号住居跡出土遺物 （第149図）

番号器種法 蓋 l形態の特徴 | 手法の特徴 備 考

1 坪 底径 5. 1 指差し込み部が明瞭。 右回転撫で。底部右回転糸 胎土： 07B+C+D+E

須恵器 切り。 末野産 焼成： 3 色調： 7.5Y5/1 

灰残存：底完 覆土

2 杯 ロ径（144) ロ唇部は短く外反し、 玉縁 右回転撫で。 末野産 胎土 ：0.8以下B+C+H

須恵器 状になる。 焼成： 2 色調： 5YR5/8 

明赤褐残存 ：25% 覆土

3 鹿 ロ径（17.2) やや内傾するコの字状口縁 ロ縁2段の横撫での後、胴 胎土：微A多十 E+F+G

土師器 で、やや厚手である。二次 上位を右→左へ箆削りす +H 焼成 ：4 色調： 5 

加熱を受ける。 る。内面は箆撫で。 YR 5/8明赤褐残存： 20

形 覆土
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第148図第88号住居跡

番号器種l法量l形態の特徴 l手法の特徴 l 備 考

4 鉢 底径（11.1)胴部は外傾し、上位で内彎 粘土帯積み上げ後、右回転胎土： 0.3以下B+C+E

須恵器 する。外面胴部に鉄滓付着撫で。底部箆削り。体部最焼成： 2 色調： lOYR5/3 

する。 下位は回転箆削り。内面底にぶい黄掲残存： 30%

部に指頭痕明瞭。末野産 覆土

、＼，
1 口ニロ三
二三ーロ

゜4-, 
10cm 

1. 3 

第149図第88号住居跡出土遺物

第89号住居跡（第150図）

22ーメ区に位置し、第88号住居跡に近接する。規模は 3.89X 3. 57m、深さは0.3mである。形態

は北壁の長い台形で、主軸はN-82°30'-Eで、床標高は75.7lmである。

鼈は東壁右寄りに位置し、長さ 0.6x幅0.45m、焚口袖には石が使われている。南東隅には貯蔵
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穴がある。床には約15C7llの石が数個散乱する。

柱穴は西壁沿いに浅いピットが2本存在しており、可能性が高い。

造物は鼈内から土師器甕（8）・ 00)が、鼈西から杯（1)、高台付椀(3)、土師器甕（8）が、貯蔵穴南には杯

(2)、甕（4)、土師器台付甕（5)・(7)などが出土する。他に鉄滓が16og出土する。
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第89号住居跡出土遺物（第151図）

番号器刷法 握 l形態の特徴 手法の特徴 備 考

1 I杯 ロ径 12.7 ロ緑は緩やかに外反する。 右回転撫で 6周。底部右回 胎土： 0.7以下B+C+E
須恵器底径 6 2 口唇部は玉縁状になる。 転離し糸切り。 末野産 焼成： 3 色調 ：2.5Y5/2 
器高 3.8 暗灰黄残存： 80% 床

2 I杯 口径 12. 6指差し込み痕が明瞭で、口 右回転撫で 5周。底部右回胎土： 0.7以下B+C+D

須恵器底径 5. 6唇は外反する。 転離し糸切り。 末野産＋E 焼成 ：2 色調： 5 

器高 3.8 y6/1灰残存： 75劣床

3 I高台付口径 15.1高台はハの字状に開き、端 右回転成形後、左回転撫胎土： 0.5以下B+D多

坪 高台径 8.3部は外傾する。口唇は外反 で。底部右回転糸切り。高焼成： 2 色調： 2.5Y7/1

器高 6.9する。 胎土分析No.7 台付着後回転撫で。末野産灰白 残存： 60% 床

4 I鉢 口径（27.3)平底から内岡気味に開き、 粘土帯積み上げ後、右回転胎士： 1.1以下B+C+D

須恵器胴径（29.8)胴上位で窄まり、頸部にて 撫で。内外面賑滅。末野産＋E 焼成 ：2 色調： 5 

底径 15.1短く外反して口唇に至る。 Y 6/1灰残存： 60形床

器高 26. 0 口唇は上下に突き出し、 端

面は窪む。

5 I台付甕 ロ径（11.8) 脚部はハの字状に開くが中

土師器胴径（14.3) 位で開きが大きくなる。胴

脚径 9 3部は丸く 、口唇の開かない

コの字状口縁に至る。

6 I 甕 ロ径 14.3 丸い胴部から、直立するコ

土師器胴径 16. 5 の字状口縁へ至る。

71台付甕脚径 10. 5 6と同一個体の可能性あ

土師器現高 11. 6 り。胴部は脚に向って細く

窄まり、脚はハの字状に開

くが、中位でさらに開く。

8 I 甕 ロ径（20.4) 胴部からやや内傾するコの

土師器 字状口縁に至る。

91 嬰 口径 22.0 口縁は外反するコの字状ロ

士師器胴径 21. 9縁で、口唇端部は内側へ巻

現高 16.0 き込む。

ロ縁および胴裾部横撫で。 胎土：微A多十 E+F+G

胴上位右→左へ、下位上→ +H  焼成： 3 色調： 5 

下への箆削り。内面は右→ YR  6/6橙残存：上半部

左への箆撫で。 45%、脚部80% 床

ロ縁は2段の横撫での後、 胎土：微A多十E+F+G

胴上位は右→左への箆削り +H 焼成： 4 色調： 7.5 

を行なう。 内面は右→左へ YR 6/6橙残存： 80%

の箆撫で。

胴部外面は上→下への箆削 胎土 ：微A多十E+F+G

り、内面は右→左への箆撫 +H 焼成： 3 色調： 75 

で。脚部は横撫でが行なわ YR 6/6橙残存： 70%

れる。 床

ロ縁は 2段の横撫での後、 胎土：微A多十E+F+G

胴部上位を右→左へ箆削り 焼成： 4 色調： 2.5YR  

する。内面は木口撫で。 6/6橙 残存 ：45%床・鼈

ロ縁は 2段の横撫での後、 胎土：微A多十 E+F+G

胴上位を右→左へ、下位を焼成： 4 色調： 5YR6/6 

左上→右下へ箆削りする。 橙残存：上半75飴 床

内面は箆撫でを行なう。

10 I 甕 1現高 9. 8胴部は下方へ直線的に窄ま 外面は上→下への箆削りで胎土：微A多十 E+F+G

土師器 1る。 内面は箆撫でが施される。 ＋H 焼成： 4 色調： 5 

YR  5/4にぶい赤褐残存

: 25% 鼈
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第90号住居跡 （第153図）

22ーモ区に位置するが、規模は2.56X 2. 55m、深さ0.17 

mを測る。形態は正方形で、主軸はN-86°30'-E、床標

高は74.77mである。

鼈は東壁右寄りにあり、長さ 0.6X幅0.43mである。床

面には北西隅に深さ0.2mの下整形の落ち込みがある。

遣物は土坑の中から土師器の甕（1）が 1点出土する。

- -二

： 
第152図第90号住居跡出土遣物

第90号住居跡出土遺物 （第152図）

番号1器種1法盤 1 形態の特徴 手法の特徴 I 備 考

1 甕 口径（19.0)口縁は大きく外反し、口唇 口縁横撫での後、胴部右→胎土：微A多十E+F+G

土師器 端部が内側へ僅かに曲る。 左への削り。内外面摩滅著 ＋H 焼成 ：4 色調： 5 

しく、整形不明確。 YR 6/6橙残存： 30形

土坑

器
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第153図第90号住居跡

第91号住居跡 （第154図）

23ーモ・ヤ区に位置する。規模は2.99 X3. 69mで、深さ0.17mを測る。

形態は隅丸長方形で主軸はN-0°30'-E、床標高は74.71 mである。

鼈は北壁中央にあるが、浅いため不明確である。長さ0.5x幅0.8mで、周辺に石が散乱する。

出土遣物は、鼈内から胚（1)• (2)が出土する。
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第154図第91号住居跡

第91号住居跡出土遺物（第155図）

番号1器種法 剛 形態の特徴 I 手法の特徴 備 考

1 休 底径 7. 1 底部と体部の境は、削りに 右回転撫で。底部右回転糸 胎土： B+ C + I (le祉＝2)

須恵器 よって丸くなる。 切り後、周辺右回転箆削り 焼成： 5 色調 ：5Y 5/1 

2周。 南比企産 灰残存：底部70% 鼈床

2 坑 底径 6 5上げ底で、指差し込み部が 右回転撫で。底部右回転糸 胎土 ：0.2以下B+C+D

須恵器 明瞭。 切り。摩減顕著。 末野産 +E 焼成： 1 色調： 5 

Y 7/1灰白残存：底部50

％ 筒床

第92号住居跡 （第156図）

25ーワ区に位置し、規模は3.80x

3. 41mで、 深さは 0.2mである。形態

は長方形で主軸はN-65°30/-E、床

、---□—→'1
＼こニロ

標高は73.56m。鼈は東壁中央にあ り、

長さ 1.01 X幅 1.1 mを測るが、浅いた

め不明瞭である。柱穴はない。 第155図 第91号住居跡出土遺物

遺物は抹（1)、蓋（2)、壺(4)、甕（3)、土師器甕(5)・（7)、土師器台付甕(6)および、 製鉄関係の鉄滓400

゜
10cm 

1 3 

g、羽口 1個体と破片が多く出土する。
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第156図 第92号住居跡

第92号住居跡出土遺物（第156図）

番号1器種i法

｀ 
形態の特徴 手法の特徴 備 考

1 I 杯 1底径

須恵器

6. 01指差し込み部が明瞭。 右回転撫で。底部右回転離

し糸切り。 末野産

2 I 蓋 1口径（17.9)

須恵器

ロ唇は強く屈曲して下方へ

垂れ下がる。

3 I 甕 1口径（40.5) 口縁は大きく外反し、口唇

須恵器 はT字状に上下に尖る。器

肉の色はセピア色を呈す

る。

41壺 胴径（21.5)胴部中位で、上方は窄まり

須恵器1 始める。表に輔轄目顕著。

右回転撫で 5周。天井部を

右回転箆削りする。内面中

央に火欅あり。 南比企産

粘土帯稼み上げ、右回転撫

で。 南比企産？

粘土帯積み上げ、右回転撫

で。特に胴上半は細かな回

転撫で。 南比企産？

胎土： 0.7以下B+C多

焼成： 5 色調： 5PB4/1

暗青灰残存：底部完

胎土： B+C+I 焼成：

5 色調： 5PB 4/1暗青

灰残存： 25劣

胎上： 0.3以下B+C 焼

成： 5 色調： N4/0灰

残存： 5%

胎土： B+C少

色調： 2.5Y R5/1赤灰

存：胴35%

焼成： 3 

残
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番号器種法 羅 I 形態の 特 徴 I 
手法の特徴 備 考

5 甕 ロ径（14.9)外反する口縁である。 ロ縁横撫での後、胴部を右 胎土：微A多＋ F 焼成：

土師器 →左へ箆削りする。内面は 3 色調： 5YR 5/4にぶ

箆撫でを行なう。 い赤褐残存：口縁25%

6台付甕胴径 12. 1 胴部は丸く、基部で窄ま 底部は最後に粘土を押し込 胎土：微A多＋ 0.6以下D

士師器|基部径 32 る。 んで成形しているようであ +F 焼成： 3 色調： 5 

る。胴外面左上→右下への YR 6/6橙残存：胴下半

箆削り。内面右→左への箆 部70%

撫で。

7 甕 ロ径（20.9) コの字状口縁で大形甕であ ロ縁 2段の横据での後、胴 胎士：微A+F+G 焼成

土師器 る。口縁は厚手。 部右→左の箆削り。 : 3 色調： 5YR 7/6橙

残存 ：口縁20%

、こ／三胃
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第157図第92号住居跡出土遺物

第93号住居跡 （第158図）

22~24一区に位置するが、東に接して第2号製錬炉が存在しており、互いに有機的関連を持つ遺

構である。規模は全長21.17mあり、幅は3.5~4.45mの、不整円形の遺構がいくつも連結した形と

なる。横断面を見るに、最低3つの掘り形があり、前後関係も東がより古いと考えられる。床には

粘土質の土が貼ってあり、皿状の掘り形を埋めた状態となる。覆土は多くの鉄滓・炭・焼土が混入

する。寵・柱穴は持たず、住居と言えるか疑問であるが、出土遺物と遺構の状況から製鉄関係のエ

房跡と考えられる。

出土遺物は杯類の他、獣脚の鋳型⑰・Q8)、砂鉄付着土器Q9)および鉄製品が多く、獣脚(21)、鋳造容

器⑳などが出土した。鉄滓は1.489、羽口片・炉壁片も出土する。
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第93号住居跡出土遺物（第159• 160図）

番号器種1法麓 形態の特徴 手法の特徴 I 備 考

1 I杯 口径 11.8指差込み部で外反し、口唇 右回転撫で 5周。底部右回胎土： B+C多焼成： 5 

須恵器底径 4.8は肥厚し外反する。焼き歪 転離し糸切り。 末野産色調： lOBG 3/1暗青灰

器高 3.8む。 残存： 100% 床

2 I 杯 口径（12.8)口縁部は大きく外反し、口 右回転撫で 7周。底部右回胎土： B+C 焼成： 5 

須恵器底径（ 5.7)唇は肥厚する。 転離し糸切り。粘土は粘り 色調： N5/0灰残存： 40

器高 4.0 がある。 南比企産？形 床

3 I 杯 口径 13.0底部から大きく外反し、口 右回転撫で。底部右回転離胎土：微B•C•D少焼

須恵器底径 5.9唇では再び大きく外反す し糸切り。 末野産成： 3 色調： 7.5Y7/2灰

器高 4.6る。内外面に小さな鉄滓付 白

瀞。

41杯 口径 13.0指差し込み部で外反し、口 右回転撫で 7周。底部右回胎土： B+C+E 焼成：

須恵器底径 5.8唇で肥厚し、再び外反す 転糸切り。 末野産 2 色調： lOYR 6/4にぶ

器高 3.4 る。 い黄橙残存： 50%

5 I高台付口径（14.5)高台はハの字状に開き、端 右回転撫で 7周。底部右回胎土： 0.4以下B+C+E

塊 高台径 7.3面が僅かに外傾する。口唇 転糸切り。高台内外回転撫焼成： 2 色調： 5YR6/3 

須恵器器高 5.9は肥厚する。 で。 末野産にぶい橙残存： 35$b 床

6 I高台付高台径 6.2高台は小さく、ハの字状に 右回転撫で。底部右回転糸胎土： B+C 焼成： 4 

碗 開くが、先端は尖る。内面切り。高台内外回転撫で。 色調： 7.5YR5/4にぶい褐

須恵器 に小さな鉄滓付着する。 末野産残存：底部 100形

71高台付高台径 6.6高台は低くハの字状に開 右回転撫で。底部右回転糸胎土： B+C+E 焼成：

椀 く。端部は内傾する。 切り。高台内外回転撫で。 1 色調 ：lOYR 6/2灰黄

須恵器 末野産褐残存：底部 100%

8 1高台付高台径 5.5高台は少さく、ハの字状に 右回転撫で。底部右回転糸胎土： B+C+E+H 焼

杯 開く。端部は丸い。高台は切り。内外面回転撫でを施成： 2 色調： 7.5Y R6/1 

須恵器 焼け歪む。 すが、内が強い。 末野産褐灰残存：底部 100%

9 I高台付高台径 6.1高台は小さく、ハの字状に 右回転撫で。底部右回転糸胎土： B+C 焼成： 5 

椀 開き低い。端面は内傾す切り。高台内外面を回転撫色調： lOY5/1灰残存：

須恵器 る。 で。 末野産底部60% B区

10 I高台付底径 7.6高台は剥れる。指差し込み 右回転撫で。底部右回転ま胎土 ：B+C+H 焼成：

椀 部で外反。内面に鉄滓付着わし糸切り。高台内外を回 5 色調： 5PB 4/1暗青

須恵器 する。 転撫で。 末野産灰残存：底完 A区床下

11 I高台付高台径 1高台はハの字状に大きく開 右回転撫で。高台の内外を

椀 （9. 6) き、高い。端面は内傾す 回転指撫で。 末野産

須恵器 る。

胎土： 0.5以下B+C+E

焼成： 2 色調： 10YR7/3

にぶい黄橙残存：底部30

% G区床
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I灰掲色土 （灰色fl，土．0ーム、果色土の1比合屑で若

干の炭を含む粘土層）

2焦色土 （ロームプロ ノクの間府を部分的に挟む、炭、

ロームプロ ックを含む）

3焦掲色土 （不ぞろいで大小荘を含む砂利屑I
4 褐色土 （砂層）

5茶渇色土 （砂tt1こ祖む、炭、銭を含む）

6暗茶褐色土
7患掲色土 （砂伐I
8賀掲色土 （砂屑）

9 製掲色士 （果色、土とロームプロ ソクの1比合層）

10茶掲色士 （焼土、炭、鉄を含む）

11暗茶掲色土 I2層に比ぺ炭が多〈含まれ分屑される ）

12黄掲色土 I2屑と同1t府であるが灰色粘土が含まれ

ず、ロームプロ ックが主体となる ）

13貸褐色土 （Pパ色土プロノクが1比入）

14筑褐色士 （粘土プロ ックが13層よ り多い）

15/!H色土

16集茶掲色土 （熔壁、焼土含む）

11焼土

18焼土、鉄、炭がりii名・

第158図第93号住居跡
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第159図第93号住居跡出土遺物（1)
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番号器種l法贔 1 形態の特徴 手法の特徴

12 I高台付 口径（18.0)高台は体部に比べ短く 、口 右回転撫で。底部右回転糸

椀 高台径 8.1唇は肥厚し大きく外反す切り。 末野産

須恵器器高 8.4 る。

13 I 皿 ロ径 13.6体部は大きく外反し、口唇

須恵器底径 6.4 は玉縁状に肥厚する。焼け

器高 2. 6 歪む。一部鉄滓付着。

14 I 甕 底径 12. 0 平底から外傾して立ち上が

須恵器 る。内外面に鉄滓付着。

15 I 甕 ロ径（19.0)直立するコの字状口縁で、

土師器 ロ唇は内側へ僅かに巻く。

16 I 壺 1口径（11.9)1中位に段を持つ口縁で、ロ
土師器 唇は端面をつくる。

右回転撫で 5周。底部右回

転まわし糸切り。 末野産

右回転撫で。底部回転箆削

り。

ロ縁2段の横撫での後、胴

部右→左へ箆削り。内面は

箆撫で。

内外面に刷毛目が施され

る。一部赤彩が見られる。

五領期と考えられる。

備 考

胎土： 0.5以下B+C+D

+E多焼成： 2 色調 ：

5 YR 6/6橙残存： 40%

E区床

胎土： B+C 焼成： 5 

色調： 5B 4/1暗青灰残

存 ：70%

胎土 ：B+C+E 焼成：

4 色調： lOYR7/3にぶ

い黄橙残存： 25% B区

胎土 ：微A多＋ F 焼成：

3 色調： 2.5Y R6/6橙

残存：口縁25%

胎土：微A+F+G+H

焼成： 4 色調： 7.5 YR  

7/4にぶい橙 残存 ：20形

B区床

17 I獣脚鋳現長 13.6内型の横断面はやや脹らむ 胎土を平らなところに押し 胎土： 0.4以下微A多十B
型 高 3. 1三角形で、二本の沈線が入 つけ底をつくり、側面は指十c+o. 5以下黄白色砂質
土製品幅 4.8~ る。脚端部は欠損するが、 頭により成形。 内型は平滑粘土塊多 焼成： 3 色調

5.6やや太くなる。内面は還元 に仕上げられる。 ：7. 5YR7/4にぶい橙残

吸炭する。 21はこの形態の 存 ：上端下端欠 c区床
鋳型でつくられたであろ

う。

18 I獣脚鋳現長 11. 4 横断面五角形となる。二本 粘土塊から作り 出された型 胎土 ：微A多＋H＋モミガ

型 両 5. 7 の沈線は幅が広い。鉄滓が である。 ラ焼成 ：2 色調： lOY

土製品帽（11.0) 付着する。内面は還元す R 7/3にぶい黄橙

る。

19 I高台付 高台、 口縁が欠ける。内面 右回転撫で。底部糸切り。 胎土 ：微白A+E 焼成：

坑 割れ目に砂鉄、鉄滓が付着 末野産 1 色調 ：7.5Y R6/6橙

須恵器 する。摩滅著しい。 残存：底部60%

20 I 鎌 I現長 11. 9 身の厚い大振りの鎌であ I鍛造。 重盤： 147.099 

身幅 5,3 る。両端が欠損する。

背幅 0.9 

21 I鉄製獣現長 7. 8 17から推定するに獣脚であ！鋳造。 重菫： 97.43 fl 
脚 幅 2.4 ろう。重量があり、錆は塊

高 1.9 状ではがれる。

22 I棒状鉄現長 4.6一端は丸<|日態を呈する。 I 表面は平滑となる。 重量： 6.339 
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第160図 第93号住居跡出土遺物(2)

番号1器種法 輩 形態の特徴 I 手法の特徴 備 考

製品 幅 0.65 横断面は卵形となる。

23 鉄鏃切先長 3.2短頸腹扶鏑造正三角形式で 鍛造。 重量： 10.15 9-

幅 (3.4) あるが、頸が薄い。

24 刀子？ 現長 9.9 厚い錆で覆われる。刀子と 鍛造。 重量： 24.939 B区

身幅 1. 4 すれば細長い。 分析資料

25 容器状器厚 0.65 表面に円形の剥れ顕著。重 鋳造。 重量 ：72.62 fl B区

鉄製品 董がある。獣脚に付く容器 分析資料

であろう。
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番号1器種法

26板状鉄現長

製品

量［

8.0錆で剥れ、不整形である。

部分的に平らな面を持つ。

形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴

g
 
3
 
2
 
oi 6
 
．．
 批重

~
一

備 考

B区

第94号住居跡 （第161図）

23ーホ区に位置し、 第95号住居跡に近接し、第93号住居跡（エ房跡）の下にある。規模は2.16X 

l. 85m、深さ0.4mを測る。形態は長方形で、主軸はN-81°301-E、床標高72.93mである。

鼈は東壁右寄りにあり、長さ0.95X幅0.5mで煙道は垂直に立ち上がる。鼈前方から中央にかけて

大形の石とともに鉄滓が出土した。壁は垂直に立ち上がり、残存部で0.4mを測る。

遺物は鼈から塊（1）が出土するが、底部に「月」の箆書きがあり、第 9号住居跡鼈出土品と接合し

た。南壁際から土師器の甕(3)が出土する他、

鉄滓が9759出土した。

、
CDI、一

A-

幕
5
じ

；

叫

u1 

u| 

高台付椀(2)、土師器甕(4)がある。 製鉄関連遺物として

旦 m D' 

、四

ElI 

01 

ESl A坦卑m A-

゜
2m 

第161図 第94号住居跡

第94号住居跡出土遺物（第162図）

番号器種1法 量 I 形態の特徴 I 手法の特徴 備 考

1 椀 第9号住居跡No.5と接合し

須恵器 た。同一個体のため説明は

第9号住居跡を参照。 鼈出土

2 高台付高台径 7.4高台はハの字に開き、端面 右回転撫で9周＋a。底部 胎土： B+C+E 焼成：

坑 は丸くなる。 右回転糸切り。高台内外右 2 色調： 2.5Y R6/1赤灰
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第162図第94号住居跡出土追物

番号l器種l法 星l形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵器 回転撫で。 末野産 残存：口縁欠

3 甕 ロ径 20 5 ロ縁は大きく外反し、やや ロ縁2段の横撫での後、胴 胎土 ：微A多十E+F+G

土師器 厚手である。 部上位を右→左への箆削り +H 焼成 ：4 色調： 5 

する。内面は右→左へ箆撫 YR 4/8赤褐残存： 60形

でする。 床

4 甕 底径 5. 6 やや大きい平底から内彎気 胴部外面上→下へ箆削りす 胎土：微A多十E+F+G

土師器 味に立ち上がる。 る。内面は箆撫で。胴下位 +H 焼成： 3 色調： 5 

に接合痕がある。 YR 4/8赤褐残存：下半

部50% 鼈

第95号住居跡 （第163図）

23ーホ区に位置するが、第94号住居跡に近接し、第93号住居跡（工房跡）の下にある。規模は

2. 37 X 1. 99mで、 深さは0.39mである。形態は長方形で、主軸はN-81°-E、床標高は72.92m。

額は東壁右側にあり、 長さ1.02 X幅0.4mで右袖に河原石が使われる。住居跡の上には不整長方

形で熔壁・焼土ブロックを覆土とする掘り込みがあるが、それを切り込んで構築している。

出土遣物は、高台付杯（1)、土師器杯(2)・（3)、壺(4)が出土する。
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第164図第95号住居跡出土遣物

第95号住居跡出土遺物 （第164図）

番号器種法量 1 形態の特徴 I 手法の特徴 I 備 考

1高台付口径 13.4高台は太く低い。つく りも 右回転撫で。底部糸切り、 胎土： 0.3以下B+C+E

杯 高台径 6.4悪く 、端部は丸くなる。口 摩滅のため不明瞭。胎士は多焼成： 2 色調： 5Y

須恵器器高 6. 0縁は大きく外反する。 練り込み風となる。末野産 6/2灰オ リー ブ 残存 ：80

飴 胎土分析No.8 
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番号：器種1法 鼠 形態の特徴 手法の特徴 I 備 考

2 杯 ロ径 13. 5 洩い丸底から緩やかに立ち ロ縁内外横撫で。底部箆削 胎土：微A·B•F少焼

土師器器高 3. 6 上がり、口縁に至る。口唇 り。内面中央部横撫で。 成： 3 色調： 7.5YR7/4 

は僅かに内側が窪む。 にぶい橙残存： 50%

3 坑 ロ径 12. 7 洩い丸底で、丸く立ち上が 内面全面撫で。外面口縁横 胎土：微A+E+F 焼成

土師器器高 2. 6 るが、口唇は内側が外反し 撫での後、体部を 2段、 底 : 2 色調： 7.5YR7/4に

尖る。 径を一方向に箆削りする。 ぶい橙残存： 90%

4 一罪 ロ径（ 91) ロ縁は大きく外反し、口唇 粘土帯積み上げ後、右回転 胎土： 0.2以下B+C 焼
須恵器頸部径 部で上下に尖がり T字形と 撫で。口縁部の接合は、胴 成： 5 色調 ：5PB 5/1 

(4.3) なる 。端面は浅く窪む。 部に乗せ、少し粘士を内側 青灰残存：口縁40%

現高 9. 0 に巻く 。 南比企産？

第96号住居跡（第165図）

24 • 25ーホ区に位置 し、第 93号住居跡（エ房跡）の下にある。規模は 3.01 X 3. 78mで、 深さは

0. 31mである。形態はやや東壁が狭くなる長方形で、主軸はN-85°-Eで、床標高は73.53m。

鼈は東壁右寄りにあり、長さ0.8X幅0.45mである。床には柱穴などの施設はない。

出土遺物で注目できるものは、覆土中から検出された、 50点の羽口である。第93号住居跡（エ房

跡）が上にあることから、廃棄されたものを投げ入れたと考えられる。他に蓋（1)、鉄滓付着の甕(2)

土師器甕(3)、釘（4）などが出土する。鉄滓は75gと少ない。

第96号住居跡出土遺物（第166• 167図）

番号1器種法最 形態の特徴 l 手法の特徴 l 備 考

1 I 蓋 口径（16.8) 口緑は強く屈曲して下方に 右回転撫で。内面に火欅が胎土：微B+C 焼成： 5 

須恵器 垂れ下がる。口唇の内側は見られる。 南比企産色調： 5PB 4/1暗青灰

沈線状になる。 残存： 20% 覆土

21壺 胴径 25.7高台は重みでつぶれ、端面 粘土帯積み上げ後、右回転胎土： 0.6以下B+C 焼

須恵器高台径10.8に乾燥時の圧痕が残る。体 撫で。胴部下位は回転箆削成： 3 色調： 7.5Y7/1灰

部は外傾して直線状に延び り。 末野産白 残存：下半部40%

上位で内彎する。鉄滓付羞

31甕 口径（20.2)緩やかにくの字状に折れ曲 口縁横憮で。摩滅著しい。 胎土：微A多十E+F+G

土師器 る。二次加熱。 焼成： 2 色調： 5YR6/6

橙残存 ：22飴 覆土

4 I 釘 現長 8. 41断面方形の角釘と 考 えら I鍛造。
鉄製品 れ、頭部は僅かな折り返し

で作られる。頭部は幅広と

なり 2.lc1nを測る。

重簸： 34.42 ff 
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第165図 第96号住居跡

番号1器種法 剛 形態の特徴 手法の特徴 備 考

5 I羽

6 I羽

71羽

81羽

91羽

ロI全長

外径

孔径

ロl全長

外径

孔径

ロI全長

外径

孔径

ロI全長

外径

孔径

ロI全長

外径

孔径

12. 51高温のため口部が融解して

7.4垂れ下がり、黒色ガラス化

2.4する。還元部が広く発泡。

11. 11短かく、孔部は基部で擦れ

8. 11て太くなる。口部は黒色ガ

2. 5 ラス化する。

11.81口部は融解して上部を失

7. 2 う。孔部は基部で擦り減り

2. 41太くなる。口部は黒色ガラ

ス化。

12. 21甚部が太く、孔部も擦り減

7. 91って太い。口部は黒色ガラ

2. 31ス化。

11. 61甚部はやや太くなる。孔部

7. 31もやや太い。口部黒色ガラ

2. 21ス化。

棒に巻き、板に押しつけ多

面形をつくる。口部周辺に

鉄滓付着。

胎土： B+F多＋スサ多

残存： 100形

棒に巻き、板に押しつけ 1胎土： A多＋E＋スサ

る。口部周辺に鉄滓が付着残存： 100飴

する。

棒に巻きつけ板に押しつけ

る。口部周辺に鉄滓が付着

する。

棒に巻きつけ、板に押しつ

けた後、外部を指で押し括

れさす。鉄滓垂れ下がる。

棒に巻きつけ、板に押しつ

け、指撫で整形。鉄滓が垂

れ下がる。

胎土：微A多＋スサ

残存： 90%

胎土：多A＋スサ

残存： 95%

胎土：多A＋スサ

残存： 95%

均質
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第166図第96号住居跡出土遺物（1)
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第167図第96号住居跡出土造物(2)
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番号1器種法量 1 形態の特徴 手法の特徴 I 備 考

10 I羽 叫全長 10.9基部はやや太くなる。還元 1棒に巻きつけ、板に押しつ 1胎土： 0．5以下A＋スサ多

外径 7. 8部が広く。口部の融解黒色 ける。口部周辺に鉄滓垂れ残存： 100%

孔径 2. 31ガラス化、発泡化する。 下がる。

11 I羽 口1現長 10.3基部は細く窄まり、口部は 棒に巻き、表を指頭痕で整胎土：多A＋スサ＋ F微

外径 8.0発泡するが黒色ガラス化し 形。口部周辺に鉄滓付着。 残存： 60形

孔径 2.2ない。

12 I羽 口全長 13. 71 10と同様基部が細くなる。 棒に巻き、表を指頭撫で。 胎士：多A＋スサ

外径 7. 2孔部は基部へ行くにしたが 口部に鉄滓付着する。 残存： 100%

孔径 2. 3い太くなる゜

13 I羽 口1全長 14.5基部はやや太くなるが、欠 棒に巻き、指頭痕が残る。 胎土： A+B+F十スサ

外径 7. 8損する。口部は熔けて斜に 口部周辺には厚く鉄滓が垂残存： 70%

孔径 2. 2なる。 れ下がる。

14 I羽 口1全長 12.5中程で括れ、基部にて太く 棒に巻きつけ、板に押しつ胎土： 0.5以下A＋スサ多

外径 7. 5なる。口部は融解して黒色 け、指にて整形する。口部残存： 95%

孔径 2. 4ガラス化。孔部摩耗する。 周辺には鉄分が付着する。

15 I羽 口全長 12.9基部で細くなる形態であ 棒に巻きつけ、板に押しつ胎土：1.0以下A＋スサ多

外径 7. 1る。口部は融解黒色ガラス ける。鉄滓は厚く垂れ下が残存： 95%

孔径 2. 25化する。 る。

16 I羽 叫現長 11.8最も太い形で、韮部が破損 棒に巻きつけ、表に指頭痕胎土： A＋スサ、やや少な

外径 8.9する。口部は黒色ガラス化 がみられる。周辺に鉄滓付い

孔径 2. 5する。 着する。 残存： 80%

17 I羽 口1全長 13.6指頭での押圧により中窪み 棒に巻きつけ、表に指頭痕胎土： A多＋スサ＋E

外径 7. 8する。口部黒色ガラス化。 が見られる。口部周辺に鉄残存： 60%

孔径 2. 15 滓付着する。

18 I羽 叫現長 12.3基部がやや太くなる。孔部 棒に巻きつけ、表を指頭撫胎土： 0.4以下A多＋スサ

外径 7. 2は摩耗により太くなる。口 で。口部周辺は鉄滓が付着残存： 75%

孔径 2. 41部は黒色ガラス化。 する。

第97号住居跡（第168図）

8ーケ区に位置し、 1軒だけ段丘を違えてつくられる。黒田第20号墳の周溝の上で墳丘の風下に

つくられ、規模は3.75x 2. 85mである。形態は長方形を呈し、主軸はN-79°-Eである。

寵はなく、柱穴も存在しない。

出土遺物は(1)・(2)、高台付椀（3)、羽釜（4）・（5)、鉄製紡錘車(6)が出土する。
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第169図第97号住居跡出土遺物

第97号住居跡出土遺物（第169図）

番号1器種法

1 坪口径

須恵器底径

蜃 1 形態の特徴 1 手法の特徴 I 備 考

13. 5平底から外反して立ち上が 体部外面中位に接合痕らし胎土： 0.4以下B+C+E

5. 2 り、口唇にて再び外反し、 きものあり。右回転撫で。 多 焼成： 3 色調： 7.5 
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番号1器種法巌 形態の特徴 I 手法の特徴 I 備 考

器高 4.6肥厚する。 底部右回転まわし糸切り。 I Y 5/1灰残存： 30% 床
末野産

2 I 杯 口径 10.4平底から僅かに直立し、腰 右回転撫で。底部右回転ま

土師質底径 5. 9の張る体部から外反して口 わし糸切り。胎土・作りか

器高 4.2縁に至る。やや厚手。 ら土師質土器。

胎士： B+C+E+F十金

H 焼成： 3 色調： 7.5 

YR  7/6橙残存： 80;?t
床

31高台付高台径 高台はやや開く形態である

椀 （7. 8)が、内側に粘土が張りつけ

須恵器 てあるため、段を持つ。体

部は丸い。

右回転撫で。底部回転糸切

り後高台を張りつけ、内側

を右回転撫で 4周で整形。

末野産

胎土： B+C+D微＋ F

焼成： 2 色調： 5YR8/5 

明赤褐残存：底部80;!&

覆士

41羽釜1器厚 0.9 口縁は内傾し、口唇には沈 粘土帯積み上げ、回転撫胎土： B＋C+D+E十金

須恵器 線が入る。 で。 末野産 H 焼成： 3 色調： 5Y

R 6/6橙残存：小片床

5 I羽釜器厚 0.6 口縁は内傾して反り、口唇 粘土帯積み上げ後、回転撫胎土： 0.1 以下微A多•t- H

須恵器 は外へ突き出す。 で。 末野産焼成： 3 色調： 7.5 YR  

6/4にぶい橙 床

6 I紡錘車外径 5. 1僅かに醗曲しており、端部 I鍛造。
鉄製品厚 0.3は薄く尖る。

孔径 0.25 

重塁： 27.19 
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製鉄関連遺構

第1号製錬炉 （第170図）

21ーマ区に位置し、 段丘傾斜面に作られ、3基存在する製錬炉のうち、最も東にある。 シャ フト

炉であ り、 規模は上端で幅0.511し、下端幅0.75mあり、深さは現存0.7mを測る ことができる。壁の

残 りは悪く、特に下の方では旧状を示すものか、融解した壁は存在しない。炉の中の土層は焼土 ・

l ．黒褐色土•••黒色土プロック含。焼けたローム
プロック含．

2．陪褐色土

3．褐色土
4.嗜椙色土・・・2層よりも焼土プロ ック少い。
5.暗椙色土・・・焼けた灰色枯土、ロームプロック、

若干のスラッグ含。含有物によリ

4層とは明様に分屈される。

6.黒福色土・・・ロームプロックが目立つ。

）．黒茶褐色土…灰色帖土プロック、スうッグ、
ロームプロックを含む。

8.赤褐色土・・焼土粒子を主体とした層
9．焼土と熔壁の混合した層
10紐（取り残されたもの）
II青灰色粘土プロック（焼けて硬い。レンガ状）

12.慧色土（多量の炭を含む）

13.10層に準ずる。
14.赤茶椙色土（焼土粒子、プロックを多量に含む）

15．茶褐色土
16．茶椙色土（砂質3~5cm大の媒含む）

l）．嗜茶掲色土 （焼土、性、烙残片含む）

18．黒喝色土（熔壁が烈lれた部分）
19.t也山に黙の及んだ郎分

20,焼土塊、鉄片多含。
21．砂利層に鉄〈ず、焼土含まれる。

22.礎を含まず，鉄、枝、焼土、熔望小片、砂含

22．焼土塊
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第170図 第1号製錬炉
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粘土、炭化物、スラッグなどが混入するが、炉底から0.15m上には鉗であろうか、厚さ 8m近くの

層が見られた。この層は皿状になり、あるいはここが本来の炉底であると考えられる。この層の下

には多量の炭を含む黒色土層が存在するが、これが防湿の役をはたした可能性がある。

炉の構築は、まず炉よりも大きな掘り込みをつくり、そこに土を入れ、壁をスサ入り粘土で塗っ

てある。埋め込んだ土の中にも焼土、あるいは鉄滓が含まれる。このような壁をつくるのは、地山

が礫層で、崩れ易いことも一因であろう。

第2号製錬炉（第171図）

22ーマ区に位置し、 3基の炉の最も西に位置し、第93号住居跡と近接しており、両者は有機的な

関連があったと考えられる。壁の残りはよいが、前部はすでに破壊されていた。炉の上幅は0.75 

m、下幅は0.98mを測る。ガラス化した壁は西側によく残り、厚さ 7Cnlある。左右の壁は内傾する

が奥壁はほぽ直立する。前方へは緩やかに立ち上がり、前庭部は炉に向って傾斜する形となる。炉

内は、炉の残存高0.75れの下半部を、 焼土を含む暗褐色土で占めている。この土層の上には鉄滓が

点々と堆稼しており、炉壁の高さもこの土層を最下位として、それより下はほとんど焼けてはいな

い。おそらく第 1号炉と同様、ここが炉底と考えられる。この炉の掘り形は、奥壁に一部見られる

出土遺物は須点器杯類と羽口が出士する。

第 2号製錬炉出土遺物（第172図）

番号器種法 簸 1 形態の特徴 l 手法の特徴 備 考

1 I 杯 口径 13. 7底部中央は極く薄くなる。 右回転撫で 5周。底部右回胎土： 0.3以下B+C+D

須恵器底径 5. 9 口唇は大きく外反する。 転離し糸切り。 末野産 ＋E多 焼成： 2 色調：

器高 4. II I I lOY R 5/3にぶい黄褐残
存： 40形 胎土分析No.18

2 I高台付 ロ径（14.4)高台は剥落する。腰部と口 右回転撫で8周。底部右回 胎土：1.5以下B+C+D

椀 現高 5.3 唇部は厚い。 転糸切り。 末野産 焼成： 3 色調： 2.5YR 

須恵器 6/2灰赤残存： 30形

31高台付 ロ径（137) 高台は下方に延び、端部は 右回転撫で6周。底部右回 胎土： 0.8以下B+C+D

椀 高台径 6.7 丸い。口唇は外反する。 転糸切り。 末野産 +E 焼成： 3 色調： 2.5

須恵器器高 5. 9 YR 6/2灰赤残存： 60%

41皿 ロ径 14.0 指差し込み部は明瞭。口唇 右回転撫で6周。底部右回 胎土： B+C+E 焼成：

須恵器底径 6.0 は大きく外反し、肥厚す 転糸切り。 末野産 2 色調： 5Y 6/2灰オリ

器高 2.4 る。 ーブ残存： 60彩

5 I 皿 底径 7. 5 平底から外傾する体部へ移 右回転撫で5周＋a。底部 胎土： 0.6以下B+C 焼

須恵器 る。口唇は欠ける。 右回転糸切り。 末野産 成： 2 色調： 2.5Y R6/3 

にぶい橙残存： 50形
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第172図第2号製錬炉出土遺物

番号器種1法 星 I 形態の特徴 手法の特徴 備 考

6 甕 ロ径（18.6) ロ縁は外傾し、口唇が薄く ロ縁横撫で。 胎土： 0.3以下B+C+F

土師器 つまみ出される。 +G+H 焼成： 3 色調

: 7. 5Y R6/6橙残存： 13

% 

7羽ロ 全長 13.3 甚部がやや太く、孔径も基 棒に巻き、板に押しつけ 胎土： A多＋E＋スサ

外径 8.4 部で擦り減り太くなる。ロ る。基部は指で押しつけ 残存： 90%

孔径 2.4 部は黒色ガラス化。 る。口部周辺に鉄滓流れ

る。

第 3号製錬炉（第173図）

21ーマ区に位罷し、 3基の炉の中央にある。炉の残りが最もよく、前方の壁も上部だけが存在し

た。規模は幅が上端で 0.45m、下端で 0.75mで、深さ1.1 mである。炉の壁厚は、 O.l2mと厚く、
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ガラス化して残りはよいが、炉底から上へ西壁で0.5m、東壁では 0.35mの位置から下は存在しな

ぃ。このことは他の炉と同様、本来の炉底が案外上の方にあったと考えられる。現状の炉底には、

焼土・鉄滓を多蜃に含む堅緻な層が存在するが、この層は奥壁から1.1mも前庭部方面まで延びて

おり、炉からすでにはみ出している。この層よりも上層も同様に前庭部まで延びており、最下層が

炉底となったとは考えられない。前庭部は掘り方が僅かに炉に向い傾斜するが、埋土によって水平

となる。出土遺物は近辺から須恵器杯類が出土している。なおこの炉は保存処理を施し、取り上げ

た。

＼ 

呵 ml 

A rJt: ぶ

叫

E
向

乱

/lJQOm 土

1．黒捲色土層（焼土と炭化物を若干含む）

2．黒矯色土層（焼土と炭化物を多量に含む）

3．黒椙色土層（焼土と炭化物を若干含む）

4．赤禍色土層（焼土、鉄滓を多量に含み堅緻）

5．暗黄福色土層

6．黄矯色土層

7．黒憬色土層

゜
1m 

第173図第3号製錬炉

-230-



＼二~'
1 

、＼こ

4 

ーロ／

I 

＼▽-ニロ

了ロニ下二こ
2 □ 

5
 

6
 

口

こ 8 

l：ぶ，：
令`も贄p
痣麟疇，贔＼ぷ

ロニ＿， 
10士

゜
10cm 

1 :3 

1:4 

第174図第3号製錬炉近辺出土遺物

第 3号製錬炉近辺出土遺物 （第174図）

番号器種1法 量 l形態の特徴 I 
手法の特徴

I 
備 考

1 坪 底径（ 6.5) 指差し込み部がある。 右回転撫で。底部右回転離 胎土 ：0.6以下B+D+E

須恵器 し糸切り。 末野産 焼成 ：2 色調： 7.5 YR 

6/6橙残存：底40%

炉左

2高台付高台径 高台はハの字状に開く。端 右回転撫で。底部右回転糸 胎土 ：B+C+E少焼成

椀 (7. 7) 面には洩い沈線を入れ、外 切り。 末野産 : 5 色調 ：5Y 6/2灰オ

須恵器 傾する。 リーブ残存： 40形
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番号1器種l法最 形態の特徴 I 手法の特徴 l 備 考

3 I高台付高台径 高台はハの字状に開き、端 右回転撫で。底部右回転糸胎土： 0.3以下B+D+E

椀 （7. 1)部が内傾する。 切り。 末野産焼成： 4 色調 ：2.5Y6/2

須恵器 灰黄残存： 40形

41杯 底径 7. 0指差し込み部で外反する。 右回転撫で。底部右回転糸胎土： B•C•D•E多

須恵器 切り。 末野産焼成： 2 色調： 5Y 7/1 

灰白残存 ：底部完炉左

5 I 杯 口径 12.5体部に鞘輯目明瞭。口唇は 右回転撫で 4周。底部右回胎土： B十 I(1c品＝1) 焼

須恵器底径 5.4外傾する。 転まわし糸切り。南比企産成： 3 色調： 2.5Y8/1灰

器高 3.4 白残存： 40% 炉上部

6 I 胚 1底径 6. 91体部は丸い。

須恵器

右回転撫で。底部右回転糸 胎土 ：B+C + I (le品＝1)

切り。 南比企産 焼成： 5 色調： 2.5Y7/1

灰白残存： 30形炉上部

71杯 口径（12.0)体部中位に削り出された稜 右回転撫で。体部下位は回胎土： B+C+D 焼成：

須恵器 を持つ。 転箆削りされる。 末野産 2 色調： 7.5Y R5/4にぶ

い褐残存： 20%

81高台付高台径 8.1高台は細くハの字状に大き 右回転撫で。底部右回転糸胎土： B+C+D+E 焼

椀 く開く 。端面は外傾する。 切り。高台張りつけ後、内成 ：2 色調： 10YR7/4

須恵器 外回転撫で。 末野産 にぶい黄橙残存：底30%

91高台付高台径 7.3高台端部は細くなり、端面 右回転撫で。底部廂滅整形胎土： B+C+D 焼成：

坑 は外傾する。二次加熱を受不明。 末野産 2 色調： 2.5Y R6/8橙

須恵器 け、赤色、 表面黒色化。 残存 ：底30J6

10 I 壺 1口径（13.0)胴部は丸く 、口縁部は短く 右回転撫で。特に口縁部に胎土： 0．5以下B+C+D

須恵器胴径（12.5)立ち上がる。口唇は外傾す 強い撫で。 末野産＋E 焼成 ：4 色調： 2.5

る端面をつくる。 炉上部 Y6/1黄灰残存： 20%

11 I 壺 底径（13.0)底部から外傾し、屈曲して 右回転撫で。胴下位は右→胎土： 0.3以下B+C+D

須恵器 内彎する。 左への箆削り。形態、焼＋E 焼成： 5 色調： 2.5

成、胎土から10と同一か。 Y 6/1黄灰残存： 25形

製鉄関連遺構（第175図）

11ーム区に位置するが、 発掘調査開始時は製錬炉と考え調査を進めたが、製鉄遺構とはならなか

った。遣構は不整楕円形を呈する浅い掘り込みであるが、そこにはなんら施設は存在しなかった。

しかしその南側には多量の炉壁、 鉄滓、焼石が散乱しており、製鉄関連遺構との有機的な関連をう

かがうことができる。他に須恵器の小片も出土する。
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第175図製鉄関連遣構

3土坑

土坑の形態はさまざまであるが、長方形、円形、楕円形に大きく分けられる。 時期を限定できる

土坑は数少なく 、1号、99号土坑群から須恵器が検出されているだけである。

［ ロ 三

゜
10cm 

1:3 

第176図第99号土坑出土遣物
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第99号土坑出土遺物（第176図）

番号［器種［法 量： 形態の特徴 手法の特徴 | 備 考

1 杯 ロ径 11. 5 指差し込み部が明瞭で、体 右回転撫で。底部右回転離 胎士： B+C 焼成： 5 

須恵器底径 6. 1 部は外傾し、口唇部は肥厚 し糸切り。 末野産 色調： N5/0灰残存： 60

器高 3.8 する。 形

2高台付 ロ径 14.5 全体に蒋造り。高台はハの 右回転撫で。軟質で摩滅著 胎土： 0.8以下B+C+D

皿 高台径 7.6 字状に直線的に開き、体部 しく 整形不明。 末野産 +E  焼成： 1 色調： 7.5 

須恵器器高 2.9 は浅く口唇は大きく開く。 YR  7/4にぶい橙残存：

70% 

第 3表土坑計測表

番号 I 長軸x短軸x深さ 長軸方位 II番号l長軸x短軸x深さ 長軸方位

1 1. 30 X 0. 86 X 0. 10 m N-85°30'-E 80 3. 94 X 1. 34 X 0. 35 m N-52°30'-E 

2 4. 5 X 0. 72 X 0. 20 N-73°―w 81 1 10 X 0. 61 XO 16 N-31°-W 

3 2. 10 X 1. 04 X 0. 32 N-42°30'-E 82 0. 96 X 0. 87 XO 38 N-3°―w 
4 2. 60 X 0. 82 X 0. 18 N-63°30'-W 83 0. 17 X 0. 15 X 0. 22 

5 2. 21 X 0. 76 X 0. 20 N-33°-W  84 1. 09XQ. 99XQ. 09 

6 2. 26 X 0. 95 X 0. 15 N-68°-E  85 l. 82 X l. 57 X 0. 49 

8 2. 30 X 0. 84 X 0. 11 N-72°―W 86 0. 86 X 0. 76 X 0. 14 N-4°-E  ， 1. 74X0. 86XQ. 34 N-86°―w 87 0. 11 X 0. 82 X 0. 12 N-17°-E 

10 2. 66 X 0. 7 X 0. 11 N-80°—w 88 1. 27 X 1. 21 X 0. 37 

11 5. 26 X 1. 2 X 0. 31 N-54°—w 89 3. 36 X 0. 82 X 0. 17 N-61°30'-E 

37 3. 04 X 1. 13 X 0. 37 N-3°-E 90 0 97 X 0. 87 X 0. 09 N-48°-E 

54 1. 80 X 0. 92 X 0. 27 N-82°-E  91 2. 14 X 0. 72 X 0. 24 N-28°30'-W 

63 2. 87 X 2. 82 X 0. 39 N-57°-E  92 1. 27 X 0. 62 X 0. 15 N-26°-W 

64 3. 17 X 2. 07 X 0. 52 N-68°―W 98 2. 07 X 1. 66 X 0. 21 N-48°-E 

65 1. 65 X 1. 04 X 0. 39 N-55°30'-E 99 2. 06 X 1. 58 X 0. 24 N-61°-E 

66 1. 35 X 0. 85 X 0. 23 N-57°-E 100 1. 63 X 1. 00 X 0. 54 N-24°30'-E 

67 1. 78 X 1. 30 X 0. 58 N-34°-E  101 1. 63 XO 66 X 0. 60 N-73°-E  

68 2. 00 X 0. 82 X 0. 43 N-80°-W 102 0. 63 X 0. 43 X 0. 70 N-58°-E 

69 1. 86 X 0. 73 X 0. 19 N-71°-E  103 1. 12 X 0. 62 X 0. 24 N-61°30'-E 

70 1. 28 X 0. 82 X O 32 N-35°-W 104 1. 19 X 0. 49 X 0. 18 N-17°30'-W 

71 5. 25 X 1. 0 X O 15 N-41°-W  105 0 77 X 0. 62 X 0. 13 N-98°30'-W 

72 1. 33 X 1. 16 X 0. 34 N-14°30'-W 106 0 72 X 0. 42 X 0. 09 N-65°―-E 

79 2. 69 X 1. 63 X 0. 25 N-27°30'-W 107 0 72 X 0. 49 X 0. 09 N-69°-E  

73 3. 36 X 1. 13 X 0. 70 N-65°-E  108 2. 95 X 2. 53 X 0. 12 

74 1. 53 X 1. 05 X 0. 60 N-49°30'-E 109 1. 09 X 0. 80 X 0. 32 N-58°-E 

75 2. 55 X 1. 25 X 0. 86 N-65°-E  110 1. 18 X 0. 10 X 0. 35 N-21°-W 

76 2. 97 X 2. 92 X 0. 75 111 0. 50 X 0. 65 X 0. 14 N-6°―w 
77 l, 36 X 1. 19 X 0. 21 N-29°―W 112 2. 05 X 2. 00 X 0. 48 

78 1. 82 X 1. 29 X 0. 44 N-29°—W 113 1. 04 X 0. 88 X 0. 13 N-21°—w 
79 2. 69 X 1. 63 X 0. 25 N-27°30'-W 
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